
広報いびがわ2022年10月25日発行　No
. 213

令和４年
2022
11

広報いびがわ2020年12月25日発行　No. 191

12月中に１歳になるお子さん
の顔写真などを広報誌に

掲載しませんか？
掲載を希望する場合は、電子メー掲載を希望する場合は、電子メー
ルにて、①お子さんの氏名（ふりルにて、①お子さんの氏名（ふり
がな）、②お子さんの性別、③お住がな）、②お子さんの性別、③お住
まいの地区名、④連絡先（電話番まいの地区名、④連絡先（電話番
号）をメール本文に明記の上、写号）をメール本文に明記の上、写
真データ（jpeg,1MB以内)を添付真データ（jpeg,1MB以内)を添付
し、kouhou@town.ibigawa.し、kouhou@town.ibigawa.
lg.jp宛へ11月18日（金）までに提lg.jp宛へ11月18日（金）までに提
出してください。出してください。（先着5人）（先着5人）松
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元気いっぱいコーナー もうすぐ１歳元気いっぱいコーナー もうすぐ１歳（11月生まれ）（11月生まれ）
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広場
入口

「防災ふれあい広場」は、揖斐浄化センターの修景整備事業として、
町内で初めての防災機能設備を有する多目的広場です。

町が目指す「防災・減災により自然災害から住民の生命と財産を守る」
町づくりの一環として整備し、万が一災害が発生した時の避難所として
の機能を有する設備を設置した広場です。

駐車場の案内 　当広場北に隣接する公園駐車場をご利用ください。
お 問 い 合 せ 　揖斐川町役場　上下水道課　℡ 22－2111

防災
ふれあい
広場

処理場

Ⓟ揖斐浄化センター

パーゴラ（テント付）
災害時にはテントの設置が可能で、救護室や支
援拠点、救援物資の仕分け場等として活用でき
ます。通常は休憩場所として活用できます。

バスケット
　　　コート
パンチングゴール
が設置されており、
３×３バスケが楽
しめます。

ステージ
レンガ張りで一段
高いスペースにな
っており、コミュ
ニティーの場とし
て利用が可能です。

かまどベンチ
災害時の炊き出しなどで利
用が可能です。通常はベン
チとして利用できます。

井　戸
手動ポンプで地下水をくみ
上げることができます。

マンホールトイレ
災害時に下水道のマン
ホールをトイレとして
利用できます。

防災倉庫
防災備蓄品等を
貯蔵しています。

広　場
アスファルト舗装でキック
ボード・スケートボード等
が楽しめます。

揖斐浄化センター公園　
防災ふれあい広場　が完成しました！

今月の
特集
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８
月
25
～
26
日
、
岡
部
町
長
、
大
西
町
議

会
議
長
が
、
所
県
議
会
議
員
と
と
も
に
、
国

土
交
通
省
、
財
務
省
、
林
野
庁
、
水
資
源
機

構
お
よ
び
地
元
選
出
国
会
議
員
へ
要
望
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

《
要
望
内
容
》
冠
山
峠
道
路
・
越
美
山
系
砂
防

事
業
・
揖
斐
川
堤
防
整
備
事
業
・
木
曽
川
水

系
連
絡
導
水
路
事
業
・
治
山
事
業
・
林
道
事

業
な
ど
公
共
事
業
の
予
算
確
保
・
事
業
推
進

《
主
な
要
望
先
》
西
田
国
土
交
通
大
臣
政
務

官
／
金
子
財
務
大
臣
政
務
官
／
小
坂
林
野
庁

森
林
整
備
部
長
／
金
尾
水
資
源
機
構
理
事
長

／
棚
橋
衆
議
院
議
員
／
大
野
参
議
院
議
員
／

渡
辺
参
議
院
議
員

９
月
14
日（
水
）、
中
学
生
と
町
長
が
語
る

会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
、
町
内
の
中
学

３
年
生
と
町
長
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
考
え
を
交
流
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
代
表
生
徒
の
み
で
行
わ
れ
て

い
た
中
学
生
議
会
が
、
よ
り
多
く
の
中
学
生

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
と
、
形
式
を

変
え
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

中
学
生
か
ら
は
「
学
校
設
備
改
善
な
ど
に

つ
い
て
」、「
通
学
環
境
な
ど
に
つ
い
て
」、「
揖

斐
川
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
」、「
揖
斐
川
町
の

行
政
推
進
に
つ
い
て
」の
４
つ
の
視
点
か
ら
提

言
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
町
長
が

答
弁
し
ま
し
た
。
町
長
の
答
弁
に
対
し
て
さ

ら
に
提
言
を
行
う
中
学
生
の
姿
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
よ
り
中
身
の
濃
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

提
言
を
受
け
た
岡
部
町
長
は
、「
い
た
だ

い
た
意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
町
政

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

９
月
16
日（
金
）、
揖
斐
川
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で「
じ
ゅ
う
ろ
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
リ
ー

ス
」
寄
贈
品
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
じ
ゅ
う
ろ
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
リ
ー
ス
」
は
、

事
業
者
が
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
機
器
を
リ
ー

ス
な
ど
で
導
入
し
た
際
、
契
約
額
の
一
部
を

自
治
体
な
ど
に
寄
附
す
る
こ
と
が
で
き
る

十
六
リ
ー
ス
㈱
の
商
品
で
、
今
回
、
谷
汲
地

区
で
鶏
卵
農
場
を
設
置
し
て
い
る
亀
屋
商

事
㈱
の
意
向
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
幼
児
用
玩
具
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
は
十
六
リ
ー
ス
㈱
の
豊と
よ

田だ

正ま
さ

康や
す

専
務
取
締
役
が
寄
贈
に
至
る
経
緯
を
説

明
し
、
亀
屋
商
事
㈱
の
山や
ま

崎ざ
き

哲て
つ

也や

代
表
取

締
役
が
、
自
身
も
30
年
程
前
に
子
育
て
支

援
施
設
を
利
用
し
た
経
験
を
話
さ
れ
、「
ま

ち
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
、
豊
田

氏
と
と
も
に
岡
部
町
長
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。

岡
部
町
長
は「
揖
斐
川
町
の
子
育
て
世
帯

の
た
め
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と

謝
辞
を

述
べ
ま

し
た
。

９
月
28
日（
水
）、
株
式
会
社
大
垣
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
よ
り
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と

し
て
、
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
寄
附
金
は
３
年
ぶ
り
に
開
催
す
る

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の
運
営
に
活
用
さ
れ
ま

す
。目

録
を
手
渡
し
た
五
十
川
社
長
は「
少
し

で
も
揖
斐
川
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
」

と
話
し
、
目
録
を
受
け
取
っ
た
岡
部
町
長
は

「
こ
の
よ
う
な
ご
支
援
は
た
い
へ
ん
あ
り
が

た
い
。
マ
ラ
ソ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
揖
斐
川
町
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

冠
山
峠
道
路
事
業
な
ど
の
推
進

を
国
へ
要
望
し
ま
し
た

【国土交通省】棚橋衆議院議員、所県
議会議員立会いのもと、西田国土交
通大臣政務官（写真中央）へ要望書
を手渡す岡部町長、大西町議会議長

中
学
生
と
町
長
が
語
る
会

が
行
わ
れ
ま
し
た

▲

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
交
流
す
る
中
学
生
と
岡
部
町
長

「
じ
ゅ
う
ろ
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
リ
ー
ス
」

寄
贈
品
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

【財務省】棚橋衆議院議員、所県議
会議員立会いのもと、金子財務大臣
政務官（写真中央）へ要望書を手渡
す岡部町長、大西町議会議長

【林野庁】所県議会議員立会いのも
と、小坂善太郎森林整備部長（写真
右から2番目）へ要望書を手渡す岡
部町長、大西町議会議長

【水資源機構】所県議会議員立会い
のもと、金尾理事長（写真左から2番
目）へ要望書を手渡す岡部町長、大
西町議会議長

▲贈呈式の様子

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
て
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た▲寄附金贈呈式の様子

㈱大垣ケーブルテレビ 五
い か が わ

十川 智
とも

宣
のり

 社長（中央右）
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大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
の
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

団
体
な
ど
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
次
の
と
お
り
、
青
少
年
育
成
町
民

大
会
を
開
催
し
ま
す
。「
家
庭
の
日
」
啓
発
図

画
入
賞
者
表
彰
や
小
学
生
県
外
派
遣
団
、
揖

斐
高
等
学
校
生
徒
に
よ
る
発
表
な
ど
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時　

11
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
　
所　

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
４
６
４
）

☆
谷
汲
公
民
館

《
第
18
回
谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
》

■
日
時　

11
月
１
日（
火
）～
11
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
９
時
～
16
時

■
場
所　
谷
汲
文
化
会
館
・
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

※
展
示
の
み

《
竹
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
を
作
ろ
う
！
》

■
日
時　

11
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

谷
汲
文
化
会
館

※�

詳
細
は
チ
ラ
シ
ま
た
は
文
化
会
館
（
５
６

－

３
２
０
０
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

《
花
い
っ
ぱ
い
運
動
》

■
日
に
ち　

11
月
18
日
（
金
）

■
場　

所　

谷
汲
各
地
区　

※
花
の
苗
を
配
布
し
ま
す

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

■
日　
　

時　

11
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

■
場　
　

所　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
対
象　

中
学
生
以
上

■
持
ち
物　

上
靴

　

令
和
４
年
４
月
１
日
に
施
行
の
民
法
改
正

に
伴
い
、
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
町
で
は
二
十

歳
の
実
行
委
員
で
新
名
称
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、新
名
称
は「
令

和
５
年
揖
斐
川
町
二
十
歳
の
集
い
」（
は
た
ち

の
つ
ど
い
）
に
決
定
し
ま
し
た
。
式
典
の
概
要

は
左
記
の
通
り
で
す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
日
　
時　

令
和
５
年
１
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～（
受
付
開
始
13
時
）

■
場
　
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も
ホ
ー
ル

■
対
　
象

　

平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
で
町
内
に
住
民
票
の
あ
る

方
ま
た
は
町
内
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

■
案
　
内

　

町
内
に
10
月
１
日
現
在
で
住
民
登
録
の
あ

る
方
、平
成
29
年
度
に
町
立
中
学
校
を
卒
業
さ

れ
た
方
に
、11
月
中
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
４
６
４
）

　

青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
、
広
く
町
民
の

総
意
を
結
集
し
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
会
議

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
お
よ
び
青
少
年
関
係

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

❖�第77回国民体育大会 いちご一会とちぎ国体　出場
　ソフトテニス競技	 立

つい

木
き

雅
まさ

也
や

さん（太平洋工業㈱）
　陸上競技	 牧

まき

村
むら

悠
ゆう

矢
や

さん（県立岐阜商業高校３年）
　自転車競技	 仲

なか

井
い

リコさん（岐阜第一高校２年）
　カヌー競技	 井

い

口
ぐち

花
か

恋
れん

さん（北和中学校３年）
		  末

すえ

永
なが

　栞
しおり

さん（北和中学校３年）

❖�第45回全日本学生軟式野球選手権大会　優勝
　東海学院大学 軟式野球部　所属
　髙
たか

橋
はし

誓
せい

悟
ご

さん

令
和
５
年
揖
斐
川
町
二
十
歳
の
集
い

（
旧
成
人
式
）
に
つ
い
て

令
和
４
年
度 

揖
斐
川
町

青
少
年
育
成
町
民
大
会
開
催

公
民
館
活
動

公
民
館
活
動

有 料 広 告 欄

有

料

広

告

欄

友
好
都
市
交
流
で
広
が
る
輪

８
月
21
日
（
日
）
に
芽
室
町
内
の
「
ち
い

さ
な
森
の
マ
ル
シ
ェ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
揖

斐
川
町
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。
芽
室

町
観
光
物
産
協
会
、tou/tell

、
め
む
ろ
プ
ラ

ニ
ン
グ
の
町
内
業
者
３
店
舗
に
協
力
い
た
だ

き
、五
平
餅
や
み
た
ら
し
団
子
、ぎ
ふ
コ
ー
ラ
、

芽
室
町
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
に
揖
斐
川
町
の

徳
山
な
ん
ば
焼
き
肉
の
た
れ
、
赤
み
そ
を
使

用
し
た
特
製
焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
イ
ビ
メ
ム

コ
ー
ン
）
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
会
場
に
は
研
修
派
遣
訪
問
団

で
あ
る
揖
斐
川
町
と
芽
室
町
の
小
学
生
に
お

手
伝
い
し
て
も
ら
い
、
会
場
の
来
場
者
へ
向
け

て
友
好
都
市
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
多
く
の
方
に
店
頭
へ
足

を
運
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
物
販
交
流
を
通
し
て
、
多
く
の
来

場
者
に
友
好
都
市
を
知
っ
て
も
ら
う
貴
重

な
機
会
に
な
っ
た
ほ
か
、
小
学
生
、
芽
室
岐

阜
県
人
会
の
会
員
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
来
場
さ

れ
た
方
が
交
流
す
る
様
子
が
見
ら
れ
、
人
と

人
の
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
の
を
感
じ

ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
な
る
交
流
を
進
め
る

と
と
も
に
、
両
町
の
関
係
人
口
、
交
流
人
口

の
増
加
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
（
芽
室
町
魅
力
創
造
課　

真
田
）

だ
よ
り

だ
よ
り

芽

室

町

友
好
都
市

▲�スタッフと
して店頭に
立つ両町の
小学生
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夏
休
み
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
取
り

組
ん
だ
作
品
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た 

～

◆
令
和
４
年
度
揖
斐
郡
児
童
生
徒
科
学
作
品
展

◆
令
和
４
年
度
揖
斐
郡
社
会
科
課
題
追
究
作
品
展

夏
休
み
に
、
児
童
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
作
品
の
審
査
を
行

い
、
次
の
15
人
の
作
品
が「
金
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

今
年
度
の
作
品
展
は
、
大
野
町
総
合
町
民

セ
ン
タ
ー
に
て「
集
合
型
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
参
観
者
数
５
６
９
人
と
大
変
多
く

の
方
に
ご
参
観
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

《
科
学
作
品
展　

研
究
・
標
本
の
部
》　

金
賞

○
見み

屋や

井い　

花は
な（
北
小
１
）

○
た
が
い
く
と（
大
野
小
２
）

○
佐さ

木き　

誠あ
き

仁ひ
と（
揖
斐
小
３
）

○
小お

椋ぐ
ら　

風ふ
う

花か（
春
日
小
３
）

○
見み

屋や

井い　

陸り
く（
北
小
４
）

○
加か

勢せ

結ゆ

希き

奈な（
清
水
小
５
）

○
五い

十そ

川が
わ

陽ひ

菜な（
大
和
小
６
）

○
本ほ
ん

田だ　
　

旬し
ゅ
ん（
池
田
中
１
）

○
高た
か

野の　

更さ
ら

紗さ（
北
和
中
３
）

《
社
会
科
課
題
追
究
作
品
展
》　

金
賞

○
服は

っ

部と
り　

杏あ

彩さ（
西
小
１
）

○
青あ
お

木き　

桜さ

和わ（
南
小
３
）

○
竹た
け

中な
か　

綸い
と

葉は（
池
田
小
３
）

○
竹た
け

中な
か　

咲さ

綾あ
や（
池
田
小
５
）

○
八や

幡わ
た　

一か
ず

葉は（
揖
斐
小
６
）

○
牧ま

き

村む
ら　

琉り
ゅ
う

聖せ
い（

揖
東
中
１
）

◆
揖
斐
郡
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

今
年
度
は
、
揖
斐
郡
内
で
、
２
２
０
０
点

以
上
の
作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
地
区
審
査
で
選
ば
れ
た
作
品
を
持
ち

寄
っ
て
、
揖
斐
郡
審
査
会
が
行
わ
れ
、
次
の

12
人
の
作
品
が「
特
選
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）　

※
自
：
自
由
図
書
の
部　

課
：
課
題
図
書
の
部

○
課
：
藤ふ
じ

井い　

悠ゆ
う

真ま（
清
水
小
１
）

○
課
：
國く
に

枝え
だ　

与よ
し

能た
か（
谷
汲
小
１
）

○
課
：
岡お
か

田だ　

隼は
や

和と（
東
小
２
）

○
自
：
若わ

か

原は
ら　

凛り

空く（
清
水
小
３
）

○
自
：
小お

椋ぐ
ら　

風ふ
う

花か（
春
日
小
３
）

○
課
：
本ほ
ん

田だ　
　

朋と
も（
宮
地
小
４
）

○
自
：
若わ
か

原は
ら　

蒼そ

空ら（
清
水
小
６
）

○
課
：
細ほ
そ

野の　

優ゆ

愛な（
北
方
小
５
）

○
課
：
植う

え

山や
ま

あ
お
い（
谷
汲
小
６
）

○
自
：
河か
わ

村む
ら　

知と
も

樹き（
谷
汲
中
１
）

○
自
：
鈴す
ず

木き　

花か

音の
ん（
池
田
中
２
）　

○
課
：
植う
え

山や
ま

い
ろ
は（
谷
汲
中
３
）

◆
第
63
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会

今
年
度
よ
り「
周
回
コ
ー
ス
」
で
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

今
年
度
、
伝
統
あ
る「
揖
斐
郡
駅
伝
大
会
」

が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
大
野
町
運
動
公
園
周
辺
周
回

コ
ー
ス（
一
周
約
２
㎞
）
で
、
総
合
成
績
を

競
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に「
混
合
の
部
」

が
新
設
さ
れ
、「
一
般
の
部
」
へ
の
中
学
生

の
参
加
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
編

成
の
選
択
の
幅
が
広
が
り
、
参
加
方
法
の
選

択
肢
が
増
え
ま
し
た
。

「
参
加
申
込
書
」
は
、
三
町
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

活
動
場
所（
揖
斐
川
町
健
康
広
場
、
大
野
町

役
場
生
涯
学
習
課
、
池
田
町
総
合
体
育
館
な

ど
）
に
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
締
切
は「
11
月

４
日
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
必
着
」
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
職
場
な
ど
で
誘

い
合
っ
て
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
実
施
期
日

　

12
月
４
日（
日
）
小
雨
決
行

　

９
時
開
会
式　

10
時
ス
タ
ー
ト

○
コ
ー
ス

　

大
野
町
運
動
公
園
周
辺
周
回
コ
ー
ス

　
（
一
周
２
㎞
×
５
）

◆
第
12
回
ぎ
ふ
清
流
郡
市
対
抗
駅
伝
大
会

　
10
月
16
日
実
施（
県
庁
～
羽
島
市
往
復
コ
ー
ス
）

７
月
30
日
、
揖
東
中
学
校
を
会
場
に「
ぎ

ふ
清
流
駅
伝
大
会
選
手
選
考
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
郡
内
各
小
中
学
校
か
ら
、
小
学
生

11
人
、
中
学
生
７
人
が
集
ま
り
、
大
会
へ
の

参
加
を
目
指
し
て
熱
い
走
り
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
９
月
10
日
に
は
、
岐
阜
協
立

大
学
駅
伝
部
監
督　

揖
斐
祐
治
先
生
を
お
招

き
し
て「
揖
斐
郡
選
手
団
結
団
式
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

「
ぎ
ふ
清
流
駅
伝
大
会
」
で
は
、
揖
斐
郡

チ
ー
ム
が
過
去
２
年
間「
郡
の
部
」
で
優
勝

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も「
三
連
覇
」
を

目
指
し
て
岐
阜
の
地
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

◆�

教
職
員
夏
期
研
修
～
児
童
生
徒
に
寄
り
添

い
、
指
導
力
を
高
め
る
た
め
に
～

今
年
度
は
、
次
の「
３
講
座
」
を
開
設
し
、

郡
内
の
多
く
の
先
生
方
に
研
修
に
参
加
し
て

い
だ
き
ま
し
た
。

研
修
Ⅰ　
「
教
育
相
談
・
特
別
支
援
研
修
」

研
修
Ⅱ　
「
不
登
校
対
応
研
修
」　　
　
　

研
修
Ⅲ　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
修
」　　
　
　

研
修
Ⅰ
で
は
、
臨
床
心
理
士
の
井
上
先
生

か
ら「
児
童
生
徒
の
困
り
感
を
ど
う
つ
か
み
、

ど
う
支
援
し
て
い
く
か
」
と
い
う
内
容
で
の
ご

講
話
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後「
個
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
指
導
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
い
、
そ
の
様
子
を
各
校
へ
配
信
し
ま
し
た
。

研
修
Ⅱ
で
は
、
西
濃
学
園
高
等
学
校
教
頭

北
浦
理
先
生
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
太

田
宣
子
先
生
を
お
招
き
し
、
先
進
的
で
優
れ

た
不
登
校
対
応
や
個
に
応
じ
た
指
導
に
取
り

組
ん
で
い
る
西
濃
学
園
の
実
践
に
学
び
、
学

級
経
営
、
個
別
指
導
に
生
か
す
手
立
て
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
Ⅲ
で
は
、
各
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
実

態
に
応
じ
た
授
業
や
実
践
で
活
用
で
き
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
研
修
後
に
行
わ
れ
た「
還
元
度
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
結
果
、「
非
常
に
役
に
立
っ
た
」

の
割
合
は
ど
の
研
修
に
お
い
て
も「
四
割
」

を
超
え
、「
役
に
立
っ
た
」
の
割
合
も
加
え

る
と「
八
割
」
の
参
加
者
か
ら
高
評
価
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
年
度
も
、
各
校

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
修
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

揖
斐
郡
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

審査会の様子大会会場の様子

読書感想文審査会

揖斐郡選手選考会
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～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母
さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用
できる場所です。気軽にお出かけください。できる場所です。気軽にお出かけください。

揖斐川
揖斐川町上南方193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　9：00～ 16：00

◎揖斐幼稚園の開放日
　11月16日（水）
　直接幼稚園へ申込みください。
　℡22-6008（当日可）

◇通信ピッコロを中旬に発行しています。◇通信ピッコロを中旬に発行しています。
　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な
どに置いてあります。どに置いてあります。

◇ホームページ◇ホームページ
　揖斐川町　　　揖斐川町　　https://www.town.ibigawa.lg.jphttps://www.town.ibigawa.lg.jp
　揖斐幼稚園　　揖斐幼稚園　http://www.ibi ‐ youchien.ed.jphttp://www.ibi ‐ youchien.ed.jp

子育て支援センターは、子どもに関する（０～18歳未満）あらゆる相談窓口です。
一人で悩まないで気軽にご相談ください。

�

～
き
よ
み
ず
幼
児
園
～

き
よ
み
ず
幼
児
園
で
は
、
地
域
の
方
を
講
師
に
迎

え
て
年
長
児
が
年
４
回
「
絵
画
・
習
字
教
室
」
で
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
。

講
師
の
先
生
は
、
型
に
は
ま
ら
な
い
子
ど
も
達
の

自
由
な
発
想
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
子

ど
も
達
も
指
導
日
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
先
生
は
子
ど
も
達
の
様
子
を
見
て
回
り
、
子
ど

も
の
書
い
た
絵
や
文
字
を
「
伸
び
伸
び
と
書
け
て
い

る
ね
」「
大
き
く
描
け
て
い
る
ね
」な
ど
と
褒
め
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
子
ど
も
達
も
自
信

を
持
っ
て
自
分
の
思
い
を
文
字
や
形
に
表
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
先
生
の
お
手
本
を
見
て
「
た
の
し

そ
う
」「
か
い
て
み
た
い
」と
い
う
想
い
が
引
き
出
さ

れ
、
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
自
由
に
書
い

て
い
る
中
で
も
、
筆
の
正
し
い
持
ち
方
や
扱
い
方
、

技
法
な
ど
を
少
し
ず
つ
習
得
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

無
理
な
く
楽
し
く
教
え
て
も
ら
い
、
い
つ
も
気
が
付

く
と
終
了
の
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
度
自
己
表
現
の
手
段
が
見
つ
か
る
と
、
子
ど
も

達
の
表
現
力
は
一
段
と
向
上
し
、
そ
れ
が
豊
か
な
情

緒
を
育
み
ま
す
。
年
に
４
回
し
か
な
い
絵
画
・
習

字
教
室
は
そ
ん
な
場
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
き
よ
み
ず
幼
児
園
に
ず
っ
と
続
い
て
い

る
「
絵
画
・
習
字
教
室
」
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

絵
画
・
習
字
教
室
は
楽
し
い
よ
！

11月の活動予定　行事の申込みは、前月第３水曜日より実施日前日まで受付けています。（電話予約不可）
日 月 火 水 木 金 土

1 2
りんご交流

3
文化の日文化の日

4
お散歩会
北方地区

5

6 7
親子体操

8
ひよこ交流

9
英語で遊ぼう
教えてドクター

10
さくらんぼ交流

11
ピアノ演奏会

12

13 14 15
いちご交流

16
出前保育　
𦙾永公民館

17
音楽のひろば
ハーモニー

18 19
開館日

20 21 22
子育てと仕事を両
立したい方のため
のハローワーク

23
勤労感謝の日勤労感謝の日

24
リコーダー演奏会

25
電車で出かけよう

26

27 28 29
お話ルーム
誕生会

30
お散歩会　横蔵

◎育児相談は毎日、子育て支援センターで直接受け付けています。
◎コロナ感染状況によっては、行事など中止になることがありますので、事前にお問い合せください。
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揖斐川町は、住民の皆さんの子育てを応援しています。

♪親子体操♪♪親子体操♪ ～ママと一緒で　た・の・し・い・な～ ～ママと一緒で　た・の・し・い・な～
　初めての“親子体操”では歩く、ジャンプなどの動きがあり、笑顔で楽　初めての“親子体操”では歩く、ジャンプなどの動きがあり、笑顔で楽
しむ子ども達の姿や、バランスボールを使ってストレッチをしたり、普しむ子ども達の姿や、バランスボールを使ってストレッチをしたり、普
段あまり使わない筋肉を動かしたりして、とても気持ちよさそうなマ段あまり使わない筋肉を動かしたりして、とても気持ちよさそうなマ
マ達の姿がありました。また、ママに身を任せてボールの上に寝転んだマ達の姿がありました。また、ママに身を任せてボールの上に寝転んだ
りジャンプをしたり、ちょっとドキドキしながら親子で体を動かす楽しりジャンプをしたり、ちょっとドキドキしながら親子で体を動かす楽し
さを味わえたようです。広いホールをいっぱい使ったサーキット遊びでさを味わえたようです。広いホールをいっぱい使ったサーキット遊びで
は、子ども達は嬉しそうに何度も繰り返し楽しんでいました。は、子ども達は嬉しそうに何度も繰り返し楽しんでいました。
　次回は11月に予定しています。皆さんの参加をお待ちしています。　次回は11月に予定しています。皆さんの参加をお待ちしています。

  

　思いを言葉で表現できない０，１，２歳児は「泣く」シーンが多いです。
泣き声が響くと慌ててしまいがちですが、泣きに込められた思いはさまざまです。
　子どもは泣いている理由（伝えたいこと）をわかってほしいのです。言葉にならない気持ちを受け止め
てあげましょう。ていねいなやりとりを積み重ねていくことで、自分のことをわかってくれる大人に、自
分の思いをもっと伝えようという気持ちが育っていきます。

子育てちゃんねる

泣くことは子どもの表現のひとつ ～その思いを「言葉」として受け止めて～

※年齢別関わりのポイント
０歳児・・・生理的な欲求を泣いて訴えるのでタイムリーに受け止めることが基本です。
　　　　　　�言葉で言えないだけで多くのことを感じて発信しています。気持ちを代弁し、受け止

めてあげましょう。
１歳児・・・自我が芽生え、人や場所、物に対するこだわりが強くなってくる年齢です。
　　　　　　安心して過ごせる、満たされる環境を工夫してあげましょう。
２歳児・・・�他者との関わりから葛藤し、泣いて自分の気持ちを訴えることも出てきます。見通し

がもてるような言葉がけや子どもが自分で考えたり、気持ちを表現できるような関わ
りを大切にしましょう。

　子どもが成長していく過程には、さまざまな経験が大切だと思います。その時々の子どもの姿とじっく
り向き合いながら見守ってあげたいですね。
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　西濃口腔保健協議会では、80歳以上で自分の歯が20本以上ある方を表彰する「８０２０運動」を行って
おります。揖斐川町では24名の方が受賞されました。
　表彰された皆さんは次のとおりです。【順不同・敬称略】

今
いま

村
むら

　和
かず

義
よし

（大和）	 窪
くぼ

田
た

　國
くに

夫
お

（𦙾永）	 窪
くぼ

田
た

　幸
さち

雄
お

（小島）	 杉
すぎ

山
やま

　歖
き

久
く

男
お

（清水）

鈴
すず

木
き

　宏
ひろ

尚
なお

（小島）	 竹
たけ

中
なか

　太
ふと

臣
おみ

（小島）	 立
つい

木
き

　　滋
しげる

（小島）	 長
な

柄
がら

　佳
よし

朗
ろう

（清水）

馬
ば

場
ば

　隆
たか

義
よし

（小島）	 平
ひら

井
い

　正
まさ

利
とし

（谷汲）	 武
ぶ

鹿
しか

　治
はる

身
み

（北方）	 松
まつ

原
ばら

　修
おさ

身
み

（揖斐）

山
やま

本
もと

　豊
とよ

彦
ひこ

（久瀬）	 若
わか

原
はら

　拓
たく

實
み

（大和）	 淺
あざ

井
い

　きぬ江
え

（小島）　	 内
うち

田
だ

　宣
のり

子
こ

（清水）

竹
たけ

中
なか

　幸
さち

子
こ

（揖斐）	 土
ど

井
い

　紀
のり

子
こ

（清水）	 徳
とく

田
だ

　房
ふさ

子
こ

（北方）	 べ　キヨンヂャ（谷汲）

三
み

田
た

村
むら

　咲
さき

子
こ

（揖斐）	 宮
みや

川
がわ

　小
さ

百
ゆ

美
み

（大和）	 他２名

　自分の歯で食べることができると、どんなものでもおいしく食べることができ、全身の健康状態も良く
なります。そして認知症予防に繋がり、心も体も元気に過
ごせます。
　歯を失う原因の多くは、むし歯と歯周病です。特に歯周
病は自覚症状のないまま進み、40歳代から歯を失う比率が
急に高くなります。また歯周病は、全身のさまざまな病気
の要因となります。
　歯の健康・体の健康のために、定期的な歯科健診でプロ
のケアを受け、毎日の歯みがきを行うことで、みなさんも
｢６０２４(60歳で24本)｣「８０２０(80歳で20本)」を目
指してみませんか？

令和４年度「８０２０よい歯の高齢者表彰」
受賞おめでとうございます！

≪肺がん検診の予約受付中です ! ≫≪肺がん検診の予約受付中です ! ≫
【場所】揖斐川保健センター　　【受付時間】15分毎に受付予定です。

＜予約について＞　窓口、電話でご予約ください。
＜ 65歳以上の方について＞　結核健診を受診した場合は、肺がん検診を受診することができません。

〈ご予約・お問い合せ〉揖斐川保健センター　　℡２３－１５１１

日にち 受付時間 対象者 検診料

11月25日（金） 15：00～16：00
40歳以上
※喀痰検査は
　50歳以上

胸部X線検査：200円
喀痰検査　 ：500円
※喀痰検査は問診で必要と判断された人のみです。
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揖斐川町立図書館（いびがわ・谷汲・坂内図書館）
代表連絡先：いびがわ図書館（揖斐川町上南方 27-9）
　　　　　　電話 : 22-0219 ファックス : 22-0999
E - m a i l：tosho@town.ibigawa.lg.jp
休 館 日：毎週月曜日、祝日の翌日（11月４日、24日）
　　　　　　図書整理日（11月30日）※谷汲、坂内のみ
マラソンによる臨時休館日（いびがわのみ）
　　　　　　11月13日（日）

いびがわ、谷汲、坂内図書館で所蔵している本は
3館のどこからでも借りることができます。

11月の行事 11月の行事 休館日休館日

※図書館の行事や展示は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止とする場合があります。

KAPLA検定にちょうせん！
　きめられた作品を作って、９級から２段までの検
定にちょうせんしよう！
▶日時　毎週土曜日　13:00 ～

おはなし会
【いびがわ図書館】
▶日時　11月  5日（土）10:30～
　　　　11月19日（土）10:30～

【谷汲図書館】
▶日時　11月19日（土）10:30～

期 間 　11月１日（火）～11月27日（日）
場 所 　いびがわ図書館

県内の各図書館が同じテーマで展示を行う企画の一つ
です。いびがわ図書館では揖斐川町出身の偉人の著（文
学・歴史書など）を展示します。この機会にぜひご覧く
ださい。

県内共通テーマ展示県内共通テーマ展示　郷土の偉人～わがまち☆きらりびと～　郷土の偉人～わがまち☆きらりびと～

【いびがわ】
ドラッグストアには効果的な
薬、便利な薬がたくさん並んで
いる。風邪や花粉症、頭痛、腰
痛、水虫、口内炎といった、日
常生活でよく出会う、ちょっと
した症状に対する薬の“選び方”
や“使いどころ”をやさしく教
えます。

●�ドラッグストアで買えるあなたに合った
　薬の選び方を頼れる薬剤師が教えます 

一般書

【谷汲】
すし力士たちが海釣りを楽し
んでいると、いわしりゅうがさ
らわれてしまいました。いわし
りゅうを助けるため、海に飛び
込んだすし力士たちは、いわし
の大群に案内され、あやしい島
へたどり着きますが…。

●どすこいすしずもう たいけつ!
　うみのギャング

アン マサコ 作

絵本

児島 悠史 著

今月今月ののおすすめ おすすめ ～新着図書紹介～～新着図書紹介～

期 間 　10月29日（土）～11月６日（日）
場 所 　いびがわ図書館　雑誌コーナー
　　　　　谷汲図書館　ギャラリー
※一人 5点まで

雑誌のリサイクル市雑誌のリサイクル市
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令和４年第６回揖斐川町議会定例会が、９月２日から９日までの８日間の会期で開催されました。
初日には、町長から報告案件２件、条例改正案や決算認定など37議案が提出され、提案説明と天羽茂喜監査

委員から令和３年度各会計決算等に係る監査報告が行われました。このうち７議案が同意・可決され、残りの議
案の審査は各委員会に付託されました。また、受理した請願２件の審査も総務文教常任委員会に付託されました。
５日には、令和３年度の22会計の決算認定について、決算特別委員会で審査されました。
６日には、総務文教・民生建設の各常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審査が行われました。
８日の本会議では、９名の議員が一般質問を行いました。
９日の定例会最終日には、付託された議案の審査結果について各委員長から報告がされ、採決の結果すべて
の議案が原案のとおり可決されました。また、町長から追加提出された予算案件１件についても可決されました。
初日に総務文教常任委員会へ付託された請願２件については、いずれも不採択と決定されました。
なお、６月定例会で継続審査とされた陳情は、不採択と決定されました。
本定例会に提出された案件の主な内容、一般質問及び答弁の要旨は次のとおりです。

第６回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り

ここが聞きたい
一般質問

議員９名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。（紙面の都合上、質問お
よび答弁は要約しています）

平
井　
豊
司 

議
員

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
・
周
知
に
つ

い
て

　

帯
状
疱
疹
は
、
水
疱
瘡
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス

で
起
き
る
皮
膚
の
病
気
で
、
日
本
人
成
人
の

90
％
以
上
は
帯
状
疱
疹
の
原
因
と
な
る
ウ
イ

ル
ス
が
体
内
に
潜
み
、
80
歳
ま
で
に
３
人
に

１
人
が
帯
状
疱
疹
に
罹
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

皮
膚
症
状
に
先
行
し
て
痛
み
が
生
じ
、
皮

膚
症
状
が
現
れ
る
と
ピ
リ
ピ
リ
刺
す
よ
う
な

痛
み
と
な
り
、
夜
も
眠
れ
な
い
ほ
ど
の
激
痛

も
あ
る
そ
う
で
す
。
皮
膚
症
状
が
治
ま
る
と

痛
み
も
消
え
ま
す
が
、
神
経
の
損
傷
に
よ
り

そ
の
後
も
痛
み
の
続
く
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛

や
角
膜
炎
、
顔
面
神
経
痛
、
難
聴
等
の
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

加
齢
、
疲
労
、
ス
ト
レ
ス
等
に
よ
る
免
疫

力
の
低
下
が
発
生
の
原
因
に
も
な
る
こ
と
か

ら
、
50
歳
以
上
の
人
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
は
、
年
を
重
ね

て
か
ら
特
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

報
告
案
件

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
公
営
企
業
資
金
不

足
比
率
の
報
告

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
に
関
す
る
条
例

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る

た
め
、
従
来
の
書
面
等
に
よ
る
方
法
に
加

え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
行
う
こ
と
を
可

能
に
す
る
た
め
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
防
災
行
政
無
線
通
信
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

デ
ジ
タ
ル
同
報
系
防
災
無
線
へ
の
更
新
に

伴
い
、
費
用
負
担
等
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

育
児
休
業
の
取
得
回
数
制
限
の
緩
和
、
育

児
参
加
の
た
め
の
休
暇
の
対
象
期
間
の
拡

大
等
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
の
措
置
と

の
権
衡
を
踏
ま
え
、
所
要
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
山
び

こ
の
郷
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

施
設
の
用
途
を
廃
止
す
る
た
め
、
条
例
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
４
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

補
正
額

　

２
億
４
０
０
０
万
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　

１
４
３
億
８
７
４
０
万
円

○
令
和
４
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額

　

５
５
４
万
円
増
額

補
正
後
予
算
額　

２
５
億
３
７
０
４
万
円

○
令
和
４
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額

８
７
０
万
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　

７
億
４
７
０
０
万
円

○
令
和
４
年
度
揖
斐
川
町
北
方
財
産
区
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額

１
８
０
０
万
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　

３
３
７
０
万
円

○
令
和
４
年
度
揖
斐
川
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額（
水
道
事
業
費
用
）

６
４
７
万
９
０
０
０
円
増
額
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変
更
後
の
契
約
金
額

　
　
　
　
　
　
　

６
２
８
６
万
６
０
０
円

契
約
の
相
手
方　
　

加
藤
建
設
株
式
会
社

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

小
中
学
校
空
気
清
浄
機
購
入
事
業

契
約
金
額　
　

１
１
２
２
万
６
６
０
０
円

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社
松
岡
電
気
商
会

○
揖
斐
川
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

変
更

人
口
お
よ
び
財
政
状
況
等
の
デ
ー
タ
修
正

な
ら
び
に
計
画
事
業
の
追
加
と
記
載
事
業

の
内
容
等
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

請
願

○
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
実
施
延
期
を

求
め
る
請
願

不
採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
消
費
税
を
当
面
５
％
に
引
下
げ
る
こ
と
を

求
め
る
請
願

不
採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情

○
国
民
の
祝
日「
海
の
日
」
を
７
月
20
日
に

固
定
化
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
　

不
採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
後
予
算
額（
水
道
事
業
費
用
）

　

５
億
１
９
３
万
８
０
０
０
円

補
正
額（
資
本
的
支
出
）

３
６
６
万
２
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額（
資
本
的
支
出
）

　

４
億
５
３
２
２
万
３
０
０
０
円

決
算
案
件

○
令
和
３
年
度
一
般
会
計
、
20
特
別
会
計
お

よ
び
上
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定

22
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

○
人
権
擁
護
委
員

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

増
田　

正
則
さ
ん（
三
倉
）

そ
の
他
の
案
件

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
補
助（
債
務
）　

井
ノ

口
橋
耐
震
補
強（
Ｐ
９
下
部
工
）
工
事

契
約
金
額　
　
　
　

３
億
９
９
３
０
万
円

契
約
の
相
手
方　
　

西
濃
建
設
株
式
会
社

○
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

公
共
林
道
災
害
復
旧
工
事　

押
又
線
災
害

復
旧
工
事

変
更
前
の
契
約
金
額

６
７
３
７
万
１
７
０
０
円

ここが聞きたい
一般質問

議員９名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。（紙面の都合上、質問お
よび答弁は要約しています）

平
井　
豊
司 

議
員

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
・
周
知
に
つ

い
て

　

帯
状
疱
疹
は
、
水
疱
瘡
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス

で
起
き
る
皮
膚
の
病
気
で
、
日
本
人
成
人
の

90
％
以
上
は
帯
状
疱
疹
の
原
因
と
な
る
ウ
イ

ル
ス
が
体
内
に
潜
み
、
80
歳
ま
で
に
３
人
に

１
人
が
帯
状
疱
疹
に
罹
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

皮
膚
症
状
に
先
行
し
て
痛
み
が
生
じ
、
皮

膚
症
状
が
現
れ
る
と
ピ
リ
ピ
リ
刺
す
よ
う
な

痛
み
と
な
り
、
夜
も
眠
れ
な
い
ほ
ど
の
激
痛

も
あ
る
そ
う
で
す
。
皮
膚
症
状
が
治
ま
る
と

痛
み
も
消
え
ま
す
が
、
神
経
の
損
傷
に
よ
り

そ
の
後
も
痛
み
の
続
く
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛

や
角
膜
炎
、
顔
面
神
経
痛
、
難
聴
等
の
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

加
齢
、
疲
労
、
ス
ト
レ
ス
等
に
よ
る
免
疫

力
の
低
下
が
発
生
の
原
因
に
も
な
る
こ
と
か

ら
、
50
歳
以
上
の
人
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
は
、
年
を
重
ね

て
か
ら
特
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
を
助
成

し
、
多
く
の
町
民
が
接
種
を
受
け
や
す
く
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
接
種
の
周
知
啓
発
に
つ
い
て
も
併

せ
て
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
市

町
村
が
実
施
す
る
定
期
接
種
と
、
希
望
者
が

各
自
で
受
け
る
任
意
接
種
に
分
類
さ
れ
ま
す

が
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接
種
に
分

類
さ
れ
、
接
種
費
用
は
全
額
個
人
負
担
と
な

り
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
水

疱
瘡
予
防
の
生
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
水
疱
瘡
ワ

ク
チ
ン
と
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
２
種
類
が
あ
り
、
50
歳
以

上
の
方
が
接
種
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
疱
瘡
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
は
８
，

０
０
０
円
で
、
接
種
回
数
は
１
回
で
す
が
、

よ
り
予
防
効
果
の
高
い
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

は
１
回
２
万
円
で
、
２
回
接
種
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
自
己
負
担
額
は
４
万
円
と

か
な
り
高
額
な
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

帯
状
疱
疹
は
80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が

罹
患
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、激
痛
も
続
く
、

と
て
も
辛
い
病
気
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

そ
う
し
た
中
で
私
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
、
命
を
守
る
た
め
、
感
染
症
予
防
対
策

を
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
捉
え
、
例
え
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
い
て
も
迅
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斬
新
で
カ
ラ
フ
ル
な
遊
具
が
揃
っ
て
お
り
、

屋
根
付
き
ベ
ン
チ
な
ど
見
守
る
親
に
も
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
に
と
っ
て

も
子
ど
も
た
ち
を
見
な
が
ら
癒
さ
れ
る
憩
い

の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
周
辺
市
町
村
に
も
良

さ
が
伝
わ
り
、
ゆ
め
パ
ー
ク
に
は
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
遊
び
に
来
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
内
各
地
域
に
も
小
さ
い
公
園
が

多
数
あ
り
ま
す
が
、
現
在
ほ
と
ん
ど
の
公
園

に
は
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ゆ
め

パ
ー
ク
ま
で
毎
日
通
う
こ
と
は
大
変
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
各
地
域
の
公
園
に
も
遊
具
を
設

置
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
各
小
学
校
の
通
学
区
域
内
に
最

低
で
も
一
つ
の
公
園
に
遊
具
を
設
置
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

以
前
か
ら
子
ど
も
が
遊
具
等
で
遊
べ
る
公

園
整
備
を
望
ま
れ
る
声
が
あ
り
、
平
成
26
年

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き「
い
び

が
わ
ゆ
め
パ
ー
ク
」
な
ど
複
合
遊
具
や
ト
イ

レ
な
ど
の
設
備
が
あ
る
一
定
程
度
の
広
さ
を

有
す
る
公
園
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
ゆ
め
パ
ー
ク
の
よ
う
に
車
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
園
で
は
な
く
、
小
さ

な
遊
具
で
い
い
の
で
、
地
域
の
方
が
徒
歩
や

自
転
車
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

整
備
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
は
承
知
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、
遊
び
場

づ
く
り
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
て
は
１
，
０
０
０
人
の
入
場
が
必
要
と
な

る
そ
う
で
す
が
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ル
の
座
席
数
は
８
２
８
席
と
、
興
行
に

お
け
る
採
算
面
で
は
不
利
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
公
共
施
設
と
し
て
の
性
格

上
、
採
算
面
ば
か
り
を
追
求
で
き
な
い
面
も

あ
り
ま
す
。
地
域
に
潜
在
す
る
人
材
な
ど
を

活
用
し
、
町
独
自
の
活
性
化
事
業
を
計
画
す

る
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
小
さ
な
積

み
重
ね
で「
地
域
の
魅
力
発
信
」
を
継
続
し
、

施
設
が
常
に「
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
」
と
い

う
雰
囲
気
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
施
設
の
有

効
利
用
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
施
設
の
効
率
的
運
用
・
管
理
を

考
え
た
と
き
、
民
間
事
業
者
の
持
つ
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
、
競
争
力
を
持
っ
た
施
設
運
営

を
行
い
、
施
設
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
ま

ず
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
は
完
成
か

ら
26
年
が
経
過
し
、
施
設
や
設
備
の
老
朽

化
が
進
み
、
照
明
設
備
の
更
新
だ
け
で
４
，

０
０
０
万
円
、
音
響
や
空
調
な
ど
全
て
を
更

新
す
る
の
に
１
億
円
以
上
の
費
用
が
必
要
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
座
席
数
も

３
５
０
席
で
あ
る
な
ど
課
題
も
多
く
、
ど
の

よ
う
な
運
営
形
態
が
望
ま
し
い
か
、
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

立
木　
秀
康 
議
員

地
域
の
公
園
の
遊
具
に
つ
い
て

　
「
い
び
が
わ
ゆ
め
パ
ー
ク
」
は
、
広
く
て

速
に
、
簡
単
に
接
種
を
受
け
て
も
ら
え
る
よ

う
に
努
め
、
西
濃
で
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

接
種
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
で
も
、
従
来
の
高
齢
者

へ
の
接
種
補
助
に
加
え
、
昨
年
か
ら
子
ど
も

や
妊
婦
さ
ん
へ
の
接
種
補
助
も
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
感
染
症
対
策
と
し
て
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
、
健
や
か
な

毎
日
を
過
ご
す
た
め
の
有
効
な
手
段
と
考
え

て
お
り
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
な
ら
び
に
周
知
に
つ
い
て
、
前
向
き
に

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

立
木　
秀
康 

議
員

は
な
も
も
ホ
ー
ル
、
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
の
運

営
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
る
中
、
今
年
に
入
っ
て

か
ら
は
感
染
防
止
対
策
を
し
な
が
ら
、
少
し

ず
つ
行
動
制
限
が
解
除
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
第
７
波
の
た
だ
中
で
す
が
、
ワ
ク
チ

ン
や
新
薬
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今

後
徐
々
に
治
ま
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
は
な
も
も
ホ
ー
ル
と
サ
ン
サ
ン

ホ
ー
ル
は
、
町
を
活
性
化
す
る
た
め
の
重
要

な
拠
点
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
開
催
し
、
交
流
を
取
り

戻
す
こ
と
が
地
域
活
性
化
の
出
発
点
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
の
サ
ラ
マ
ン
カ
ホ
ー
ル
は
、
音
響

を
重
視
し
音
楽
活
動
に
最
適
化
し
た
設
計
と

な
っ
て
い
ま
す
。
初
期
は
財
団
に
よ
る
運
営

で
し
た
が
、
現
在
は
建
物
管
理
会
社
と
企
画

管
理
会
社
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
会
社
が
指
定
管

理
者
と
し
て
運
営
し
、
音
楽
関
係
者
か
ら
評

価
の
高
い
音
楽
活
動
を
通
し
て
地
域
全
体
の

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

は
な
も
も
ホ
ー
ル
と
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
に

つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し
、
ホ
ー
ル
に
人
が
集
ま
り
、
活
発
な
交
流

の
場
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
こ
れ
ら
の
ホ
ー
ル
を

指
定
管
理
に
し
、
建
物
の
維
持
管
理
と
イ
ベ

ン
ト
の
立
案
、
計
画
、
実
行
の
経
験
が
豊
富

な
会
社
に
運
営
を
任
せ
る
の
が
最
良
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
ホ
ー
ル
だ
け
で
な

く
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
町
全
体
の
交
流
が
さ
ら
に
増
え
、
町
全

体
が
活
性
化
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
と
積
極

的
な
運
営
は
常
々
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
す
で
に「
指
定
管
理
者
制
度
」
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
旨
、
議
員
の
皆
さ
ん

に
も
説
明
し
、
現
在
は
近
隣
自
治
体
施
設
、

岐
阜
県
の
ふ
れ
あ
い
会
館
等
の
指
定
管
理
状

況
に
つ
い
て
調
査
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

著
名
な
音
楽
家
や
劇
団
の
興
行
に
は
高
額

な
出
演
料
が
必
要
と
な
り
、
採
算
の
目
安
と
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の
よ
う
な
元
総
理
が
国
葬
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

国
葬
に
な
れ
ば
た
く
さ
ん
の
税
金
が
使
わ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
国
葬
に
は
海
外
の
要
人
も

多
数
参
加
す
る
と
の
こ
と
で
、
警
護
費
用
は

20
億
と
も
30
億
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
、
国
葬
を
強
行
す
る
こ
と
は
国
民
の
声
を

無
視
し
た
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
町
長
と
教
育
長
に
、
安
倍
元
総

理
の
国
葬
は
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
か
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
も
し
強
行
さ
れ
た
場
合
、
黙
と

う
や
半
旗
な
ど
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
ま
す
か
。

町 

長

　

国
葬
は
７
月
22
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
９

月
27
日
に
行
わ
れ
る
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
国
か
ら
は
地
方
自
治
体
や
教
育
委
員
会

な
ど
に
対
し
て
、
弔
意
表
明
の
協
力
は
求
め

な
い
方
針
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
町
と
し
て

は
、
岐
阜
県
や
近
隣
市
町
村
の
動
向
も
踏
ま

え
、適
切
に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
葬
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
報
道

等
に
よ
り
反
対
論
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ

り
、コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
会
等
で
十
分
な
審
議
が
さ
れ
る
こ
と
を
お

願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
育
長

　

国
葬
の
是
非
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
と

　

た
だ
、
特
に
お
子
さ
ん
が
主
に
利
用
す
る

遊
具
等
に
つ
い
て
は
、
事
故
や
ケ
ガ
が
懸
念

さ
れ
、一
般
の
公
共
施
設
以
上
に
安
全
管
理
、

安
全
点
検
等
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
安
全
管
理
面
で
万
全
を
期
し
な

が
ら
、
地
域
か
ら
の
要
望
、
適
地
の
有
無
等

を
勘
案
し
、
今
後
と
も
屋
外
で
の
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
、
遊
び
場
づ
く
り
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

小
倉　
昌
弘 

議
員

残
土
処
分
場
に
つ
い
て

　

昨
年
の
私
の
一
般
質
問
に
対
し
、
産
業
建

設
部
長
は「
揖
斐
高
原
の
３
か
所
の
処
分
場

は
残
土
処
理
、
盛
土
高
、
法
面
処
理
や
排
水

施
設
等
の
技
術
審
査
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
」、「
盛
土
管
理
は
、
国
、
県
、
町
が
直
接

責
任
を
持
っ
て
行
う
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
８
月
は
大
変
な
雨
が
降
り
ま
し

た
が
、
土
砂
の
流
出
の
有
無
、
流
出
量
、
流

出
を
防
ぐ
た
め
の
対
応
策
を
お
答
え
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
法
面
処
理
は
技
術
審
査
基
準
を
ク

リ
ア
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
揖
斐
高

原
の
残
土
は
山
砂
と
呼
ば
れ
る
砂
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
砂
山
を
重
機
で
押
さ
え
た
だ
け
で

水
を
か
け
て
も
崩
れ
な
い
と
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

　

先
日
、日
坂
地
区
の
現
場
を
確
認
し
た
際
、

土
砂
が
流
出
し
た
と
こ
ろ
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

が
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
国
、
県
、
町
が

責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る
と
い
う
の
は
、
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
か
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
最

初
か
ら
土
砂
崩
れ
が
な
い
よ
う
管
理
す
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

最
近
は
全
国
で
大
変
大
き
な
豪
雨
災
害
が

起
き
て
い
ま
す
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
保
護
す

る
だ
け
が
安
全
管
理
だ
と
言
え
ま
す
か
。
町

長
に
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

昨
年
の
答
弁
の
と
お
り
、
基
準
に
従
い
、

国
、
県
、
町
が
適
切
に
管
理
し
、
８
月
の
強

い
雨
で
も
大
き
な
土
砂
流
出
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

ま
た
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
張
る
だ
け
が
唯
一
の
対
策
で
は
な

く
、
周
辺
に
排
水
路
を
敷
設
す
る
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
対
策
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
定

の
間
隔
で
部
長
な
り
担
当
が
現
場
を
確
認

し
、
現
状
に
応
じ
て
対
策
を
講
じ
る
、
あ
る

い
は
国
や
県
と
協
議
す
る
と
い
っ
た
体
制
を

取
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
し
っ
か
り

と
現
場
確
認
を
進
め
な
が
ら
、
適
切
な
管
理

に
努
め
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　

揖
斐
高
原
３
か
所
の
盛
土
処
理
地
で
は
、

盛
土
の
勾
配
を
緩
く
し
、
高
さ
ご
と
に
小
段

を
設
け
る
な
ど
基
準
に
即
し
た
施
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
の
降
雨
で
は
、
法
面
の
表
面

に
お
い
て
砂
質
土
系
細
粒
分
の
小
規
模
な
流

出
は
確
認
で
き
ま
し
た
が
、
下
流
域
へ
影
響

す
る
よ
う
な
大
き
な
土
砂
流
出
は
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
下
段
か
ら
法
面
工
と
し
て
植
生
工

等
を
順
次
実
施
し
、
小
段
に
は
排
水
工
を
実

施
す
る
こ
と
で
土
砂
流
出
の
防
止
を
図
っ
て

い
く
な
ど
、
引
き
続
き
雨
な
ど
に
よ
る
盛
土

の
土
砂
流
出
が
な
い
よ
う
、
基
準
に
沿
っ
た

施
工
、
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
つ
い
て
は
暫

定
的
な
措
置
で
あ
り
、
今
回
の
小
規
模
な
流

出
も
放
置
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
倉　
昌
弘 

議
員

安
倍
元
総
理
の
国
葬
に
つ
い
て

　

岸
田
政
権
は
、
安
倍
元
総
理
の
国
葬
を
強

行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
世
論
調
査
を
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国
葬
に
は
反
対

だ
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
安
倍
元
総
理
が
狙
撃
さ
れ
た
の

に
は
、
旧
統
一
教
会
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
こ
の
事
件
は
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
旧
統
一
教
会
の
関
係
で

は
、
家
庭
崩
壊
や
自
ら
命
を
絶
っ
た
人
た
ち

も
い
ま
す
。
今
、
国
会
議
員
や
県
議
会
議
員

が
旧
統
一
教
会
と
の
関
係
を
調
べ
て
い
る
の

は
、
関
係
を
持
つ
こ
と
が
よ
く
な
い
こ
と
で

問
題
が
あ
る
か
ら
調
べ
て
い
る
の
で
す
。

　

安
倍
元
総
理
は
、
旧
統
一
教
会
と
の
関
係

で
は
中
心
的
な
存
在
だ
っ
た
と
も
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
友
学
園
、
加
計
学
園
、

桜
を
見
る
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
疑
惑
が
あ

り
、
裁
判
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
こ
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す
る「
揖
斐
地
域
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
会
議
」

で
は
、
先
端
技
術
習
得
の
た
め
の
研
修
会
を

開
催
し
て
お
り
、
今
後
も
ス
マ
ー
ト
農
業
機

器
な
ど
の
紹
介
・
相
談
や
指
導
体
制
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

②
近
年
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
に
よ
り
、
有

機
農
業
や
無
農
薬
農
業
と
い
う
高
付
加
価
値

農
業
に
魅
力
を
感
じ
、
新
た
に
農
業
を
始
め

ら
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
病
害
虫
に

弱
く
収
穫
量
も
限
ら
れ
て
お
り
、
大
規
模
な

農
業
に
向
い
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

ま
た
、
圃
場
に
つ
い
て
も
、
ヘ
リ
に
よ
る

共
同
防
除
等
の
際
、
隣
接
農
地
か
ら
有
機
農

業
を
行
う
圃
場
へ
の
農
薬
飛
散
等
の
ト
ラ
ブ

ル
も
あ
り
、
有
機
農
業
用
圃
場
の
確
保
が
難

し
い
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
有
機
農
業
は
、
基
幹
農
業
を

担
う
大
規
模
農
家（
認
定
農
家
）
と
の
す
み

分
け
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

２
．「
農
村
地
域
で
あ
る
揖
斐
川
町
の
地
域

振
興
に
つ
い
て
」

　

お
茶
を
利
用
し
た
抹
茶
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、
薬

草
を
利
用
し
た「
ぎ
ふ
コ
ー
ラ
」、
飛
騨
美
濃

伝
統
野
菜
に
認
証
さ
れ
た「
沢
あ
ざ
み
」、
ジ

ビ
エ
を
活
用
し
た
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
レ

ト
ル
ト
食
品
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど
、
各
事

業
者
の
工
夫
に
よ
り
６
次
産
業
化
と
し
て
商

品
化
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
商

品
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
」
と
し
て

登
録
さ
れ
て
お
り
、
商
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
路
拡

大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

新
た
な
商
品
開
発
を
さ
れ
る
事
業
者
へ
は
返

礼
品
登
録
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
飛
騨
美
濃
伝
統
野
菜
に
認

し
て
は
回
答
す
る
立
場
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
か
ら
教
育
委
員
会
な

ど
に
対
し
て
、
弔
意
表
明
の
協
力
の
要
請
を

行
わ
な
い
方
針
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

各
学
校
に
対
し
黙
と
う
や
半
旗
の
掲
揚
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

衣
斐　
良
治 

議
員

明
日
に
繋
が
る
農
業
と
地
域
の
振
興
に
つ
い
て

　
「
沢
あ
ざ
み
」に
続
き
、「
春
日
き
ゅ
う
り
」、

「
春
日
豆
」、「
こ
ん
ぶ
り
」
が
今
年
の
３
月

飛
騨
美
濃
伝
統
野
菜
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
ぎ
ふ
コ
ー
ラ
」
や「
徳
山
な
ん
ば
」

の
加
工
販
売
な
ど
、
こ
の
土
地
な
ら
で
は
の

農
産
物
の
加
工
品
、
保
存
食
な
ど
の
活
用
に

新
た
な
動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
米
や
お

茶
、い
ち
ご
な
ど
地
の
物
を
活
か
し
、ス
マ
ー

ト
農
業
の
活
用
と
地
域
資
源
に
よ
る
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
６
次
産
業
化
や
有
機
農
業

の
推
進
に
よ
り
、
事
業
で
収
益
を
上
げ
る
仕

組
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
半
農
半
Ｘ

（
農
業
を
し
な
が
ら
農
業
以
外
の
仕
事
を
す

る
、
例
え
ば
、
体
験
農
園
、
農
家
カ
フ
ェ
、

農
家
民
宿
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
）

な
ど
新
し
い
農
業
に
関
わ
る
働
き
方
、
新
た

な
生
活
様
式
の
提
供
、
観
光
、
関
係
人
口
の

増
加
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
一
つ
の
戦
略
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
と
し
て
国
や
県
の
補

助
金
に
上
乗
せ
し
た
新
商
品
開
発
補
助
や
特

産
品
開
発
奨
励
金
の
拡
充
、Ｊ
Ａ
、
商
工
会
、

関
係
機
関
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
連
携
し
た
関

係
者
を
つ
な
げ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、

異
業
種
交
流
会
、
講
習
会
の
開
催
、
有
機
農

業
へ
の
参
入
・
転
換
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
相

談
・
支
援
体
制
の
整
備
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

実
証
実
験
な
ど
、
人
的
、
経
済
的
支
援
の
拡

充
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
農
業
の
魅
力
化
を

図
り
若
い
人
が
就
農
・
事
業
継
承
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、大
き
く
３
点
の
質
問
を
し
ま
す
。

１
．「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
と
有
機
農
業

の
推
進
に
つ
い
て
」

①
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
の
取
組
状
況
と
課

題
、
推
進
す
る
た
め
の
施
策
と
そ
の
内
容
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②
有
機
農
業
推
進
の
可
能
性
と
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

２
．「
農
村
地
域
で
あ
る
揖
斐
川
町
の
地
域

振
興
に
つ
い
て
」

①
お
茶
、
薬
草
、
伝
統
野
菜
、
ジ
ビ
エ
な
ど

地
域
資
源
の
発
掘
や
磨
き
上
げ
、
他
分
野
と

の
組
み
合
わ
せ
な
ど
に
よ
る
新
た
な
事
業
に

取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

に
創
意
工
夫
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

②
６
次
産
業
化
に
対
す
る
現
在
の
取
組
状
況

と
課
題
・
方
針
、
６
次
産
業
化
実
現
の
た
め

の
施
策
や
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

③
人
口
推
計
や
人
口
構
造
か
ら
農
村
地
域
を

支
え
る
人
材
と
し
て
、
こ
の
地
域
に
関
心
を

も
っ
て
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
関
係
人
口
は
大

変
貴
重
だ
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
関

係
を
深
化
し
関
係
人
口
を
増
や
し
て
い
く
の

か
伺
い
ま
す
。

④
半
農
半
Ｘ
に
よ
る
新
し
い
農
業
に
関
わ
る

働
き
方
、
新
た
な
生
活
ス
タ
イ
ル
の
提
供
な

ど
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
ど
の
よ
う

に
農
業
、
農
村
地
域
を
活
か
し
て
い
く
の
か

所
見
を
伺
い
ま
す
。

３
．「
農
地
除
草
の
機
械
購
入
補
助
に
つ
い
て
」

　

農
地
の
除
草
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
農
家
数
、
特

に
兼
業
農
家
も
減
少
し
、
ま
た
、
耕
作
地
の

畦
畔
だ
け
で
は
な
く
、
隣
接
の
用
排
水
路
、

道
路
の
法
面
ま
で
一
体
的
に
管
理
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
農
家
の
負
担
も
大
き
く
、

農
地
保
全
、
景
観
、
交
通
安
全
上
、
地
域
の

課
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し

て
、
草
刈
り
作
業
の
軽
労
化
、
省
力
化
を
図

る
た
め
、
自
走
式
草
刈
り
機
な
ど
の
実
証
実

験
を
行
い
、
個
別
の
実
情
に
即
し
た
草
刈
り

機
械
の
購
入
補
助
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
、

伺
い
ま
す
。

町 

長

１
．「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
と
有
機
農
業

の
推
進
に
つ
い
て
」

①
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

高
額
な
導
入
費
用
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育

成
・
確
保
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

導
入
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
補
助

金
が
あ
り
、
そ
の
採
択
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
町
内
の
農
事
組
合

法
人
が「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
支
援
事
業
費

補
助
金
」
を
活
用
し
、
直
進
ア
シ
ス
ト
付
田

植
え
機
を
１
台
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
県
、
揖
斐
郡
３
町
、
農
協
で
構
成
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一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
面
も
含
め
、
指
定
管
理
に
つ
い
て
積
極
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宇
佐
美　
直
道 

議
員

観
光
資
源
と
し
て
の
町
の
花「
ハ
ナ
モ
モ
」

に
つ
い
て

　

桂
川
沿
い
に
は
町
の
花「
ハ
ナ
モ
モ
」
の

並
木
が
５
キ
ロ
ほ
ど
続
き
、そ
の
数
は
約
２
，

０
０
０
本
と
い
わ
れ
、
開
花
時
期
に
は
観
光

客
と
思
わ
れ
る
人
々
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
周
辺
を
散
歩
さ
れ
る
町
民

か
ら「
最
近
は
ハ
ナ
モ
モ
の
並
木
の
管
理
が

し
っ
か
り
さ
れ
て
い
な
く
て
見
苦
し
い
」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
川
沿
い
を
歩
い
て
み

る
と
確
か
に
枯
れ
木
、
枯
れ
枝
、
倒
木
な
ど

に
よ
る
並
木
の
途
切
れ
が
目
立
ち
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
２
点
の
質
問
を
し
ま
す
。

①
並
木
の
保
存
に
向
け
、
枯
れ
木
、
枯
れ
枝

の
伐
採
や
倒
木
の
植
え
替
え
な
ど
早
期
に
対

応
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
一
方
で
ハ
ナ
モ
モ
は

樹
齢
が
比
較
的
短
く
、
剪
定
、
消
毒
な
ど
管

理
に
手
間
の
か
か
る
樹
木
で
も
あ
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
今
後
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
対

応
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
観
光
資
源
と
し
て
の
捉
え
方
は
さ

れ
て
い
ま
す
か
、
伺
い
ま
す
。

②
ハ
ナ
モ
モ
は
、
桂
川
を
は
じ
め
、
主
に
谷

汲
地
区
や
揖
斐
高
原
、
藤
橋
道
の
駅
な
ど
の

一
部
で
ま
と
ま
っ
て
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
以
外
で
も
少
し
ず
つ
植
え
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
見
か
け
ま
す
が
、
観
光
資
源
と
し
て

証
さ
れ
た
３
品
目
も
含
め
、
６
次
産
業
化
に

よ
る
付
加
価
値
向
上
を
図
る
た
め
、
春
日
の

貝
原
棚
田
等
で
活
躍
中
の「
岐
阜
大
学
里
山

く
ら
し
応
援
隊
」
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
若

者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
加
工
品
の
開
発
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
等
、
新
た
な
関
係
人

口
を
生
み
出
し
、
販
路
開
拓
な
ど
安
定
的
な

収
入
が
得
ら
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
産
業
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
．「
農
地
除
草
の
機
械
購
入
補
助
に
つ
い
て
」

　
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
や「
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
」
に
よ
り
、
管

理
面
積
に
応
じ
て
交
付
金
が
支
払
わ
れ
て
お

り
、
地
域
内
の
農
用
地
、
水
路
等
の
管
理
に

必
要
な
草
刈
り
機
な
ど
も
、
こ
の
制
度
の
交

付
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
の
草
刈
り
用
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
な
ど
は
、
今
年
度
、
町
内
２
組
織
が
県
の

「
元
気
な
農
業
産
地
構
造
改
革
支
援
事
業
費

補
助
金
」
を
受
け
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入
す

る
際
の
付
属
品
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
購
入
だ
け
で
な
く
、
サ
ポ
ー
ト
い

び
で
は
、
高
額
な
機
械
を
大
規
模
農
家
等
に

貸
し
出
す
共
同
利
用
の
仕
組
み
も
構
築
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、機
械
購
入
に
つ
い
て
は
、様
々

な
補
助
事
業
制
度
や
共
同
利
用
な
ど
で
対
応

可
能
で
あ
る
た
め
、
新
た
に
町
単
独
の
補
助

制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

大
西　
政
美 

議
員

「
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も
」

の
指
定
管
理
に
つ
い
て

　

ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
に
よ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
避
難
し
て
い
る
チ
ェ
リ
ス
ト
母
娘
を
招
い

た
コ
ン
サ
ー
ト
が「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道

支
援
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
乙
原
地
区
の
高

橋
さ
ん
を
中
心
に
、
私
も
実
行
委
員
会
の
一

員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
準
備
期
間
が
短

い
中
で
多
く
の
難
題
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

一
番
の
問
題
が
チ
ケ
ッ
ト
販
売
で
し
た
。

　

民
間
団
体
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
る
た

め
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
職
員
に
チ
ケ
ッ
ト

販
売
を
依
頼
で
き
ず
、
全
て
実
行
委
員
会
で

対
応
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
は
な
も
も
が
指
定
管
理
で
あ
れ
ば

と
つ
く
づ
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

５
月
月
例
会
に
お
い
て
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
は
な
も
も
の
運
営
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
町
長
は
、
昨
今
の
民
間

活
力
と
い
う
中
で
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
の
よ
う
な
施
設
は
、
指
定
管
理
で
の

民
間
活
用
に
適
し
た
施
設
だ
と
思
わ
れ
る
た

め
検
討
し
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も
は
、
施
設

の
維
持
管
理
費
に
年
間
３
，
３
０
０
万
円
ほ

ど
か
か
る
反
面
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り

ま
す
が
、
収
入
は
１
５
０
万
円
く
ら
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
長
は
、
指
定
管
理
に
す

る
こ
と
で
、様
々
な
利
活
用
が
可
能
と
な
り
、

そ
れ
が
コ
ス
ト
軽
減
に
も
つ
な
が
る
の
で
は

と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も

の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
向
け
た
検
討

の
進
行
状
況
に
つ
い
て
、町
長
に
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も
の
有
効
活

用
と
積
極
的
な
運
営
は
常
々
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
建
物
の
維
持
管
理
や
イ
ベ

ン
ト
企
画
・
運
営
を
専
門
と
す
る
業
者
や
団

体
に
運
営
を
お
願
い
す
る
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
、
５
月
に
議
員
の
皆
さ
ん

に
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
近
隣
の
自
治
体
や
県
施
設
の
指

定
管
理
状
況
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
担
当
部
局

に
聞
き
取
り
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ス
ト
や
効
率
的
な
運
用

に
つ
い
て
も
十
分
に
勘
案
し
な
が
ら
鋭
意
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
チ
ケ
ッ
ト
の
販

売
で
す
が
、
指
定
管
理
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も
の

ス
タ
ッ
フ
が
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
で
き
る
よ
う

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
定
管
理

者
と
の
協
議
に
な
る
と
思
い
ま
す
し
、
取
扱

手
数
料
が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、指
定
管
理
に
移
行
す
る
こ
と
で
、

チ
ケ
ッ
ト
販
売
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の
様
々
な

問
題
が
少
し
で
も
解
決
し
て
い
く
こ
と
は
、

こ
れ
も
指
定
管
理
に
移
行
す
る
メ
リ
ッ
ト
の
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産
業
の
振
興
、
雇
用
の
維
持
、
創
出
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

私
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
町
の
特
産
品
を

知
っ
た
り
再
認
識
す
る
こ
と
は
、
揖
斐
川
町

に
は
自
慢
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

い
う
自
負
や
、
郷
土
愛
を
持
つ
こ
と
に
つ
な

が
り
、
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
の
創
出
と
特
産
品
の

対
外
的
Ｐ
Ｒ
や
周
知
方
法
に
つ
い
て
、
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

町
が
ブ
ラ
ン
ド
認
定
す
る
場
合
、
特
に
農

産
物
で
あ
れ
ば
、
町
が
消
費
者
に
対
し
、
町

の
名
前
を
出
し
、
そ
の
産
品
を
自
信
を
持
っ

て
保
証
し
、
推
奨
す
る
た
め
に
は
、
よ
ほ
ど

し
っ
か
り
と
し
た
基
準
、
根
拠
に
基
づ
く
も

の
で
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る

程
度
品
質
自
体
を
具
体
的
に
担
保
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
、
そ
の
産
品
の
付
加
価
値
向
上

に
は
結
び
つ
か
ず
、
消
費
者
に
安
心
感
を
与

え
る
、
ま
た
買
い
た
い
と
い
う
購
買
意
欲
に

つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
審
査
基
準
が
明

確
で
厳
し
い「
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
」、
県
の「
飛
騨
・

美
濃
伝
統
野
菜
認
証
」、「
飛
騨
・
美
濃
す
ぐ

れ
も
の
認
定
」
な
ど
、
既
存
の
各
種
認
定
制

度
へ
の
登
録
に
向
け
た
支
援
に
努
め
る
ほ
う

が
、
全
国
に
お
す
す
め
で
き
る
産
品
を
市
場

に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
町
の
特
産
品
に
は
素
晴
ら
し

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
既
存
の
認
証
制

度
に
適
合
し
た
特
産
品
を
こ
れ
か
ら
も
数
多

も
っ
と
栽
培
地
域
を
増
や
し
て
は
い
か
が
か

と
思
い
ま
す
。
全
国
的
に
は「
花
桃
の
里
」

と
称
す
る
地
域
が
散
見
さ
れ
ま
す
が
、
県
内

に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　

信
州
で
は
、「
あ
ん
ず
の
里
」
と
し
て
市

内
全
体
に
杏
の
木
を
植
え
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
当
町
も「
ハ
ナ
モ
モ
の
町
」
と

し
て
各
家
庭
を
含
め
、
町
内
各
地
に
ハ
ナ
モ

モ
を
植
え
て
、
春
に
町
全
体
で
ハ
ナ
モ
モ
の

花
が
咲
く
よ
う
に
な
れ
ば
大
き
な
観
光
資
源

と
な
り
、
交
流
人
口
の
増
加
や
ハ
ナ
モ
モ
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
商
品
開
発
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ハ
ナ
モ
モ
は
挿
し
木
で
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
町
内
の
畑
や
庭
、
地
域
の
公
園
な

ど
地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
栽
培
を
広

げ「
ハ
ナ
モ
モ
の
町
」
を
育
て
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

町 

長

　

桂
川
沿
い
約
５
キ
ロ
に
わ
た
り
植
え
ら
れ

て
い
る「
ハ
ナ
モ
モ
」
は
、
約
20
年
前
に
地

元
区
や
有
志
が
管
理
す
る
と
の
条
件
で
植
樹

し
た
い
と
の
申
し
出
に
よ
り
植
樹
さ
れ
た
も

の
で
、
以
降
、
有
志
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
大
雪
や
強
風
な
ど
に
よ

り
木
が
倒
れ
た
り
、
伸
び
た
枝
が
道
路
に
は

み
出
す
な
ど
で
、
歩
行
者
や
交
通
車
両
に
支

障
を
及
ぼ
す
事
例
が
散
見
さ
れ
、
有
志
に
よ

る
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

町
で
枝
の
剪
定
や
倒
木
の
処
分
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も
ほ
ぼ

消
滅
し
て
い
る
状
態
で
す
の
で
、
町
が
主
体

的
に
管
理
し
て
い
く
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
長
５
キ
ロ
に
も
わ
た
る

桂
川
沿
い
の
ハ
ナ
モ
モ
を
町
で
全
て
管
理
す

る
こ
と
は
大
変
で
す
の
で
、
管
理
が
適
切
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
、
例
え
ば
民
間
団
体
、
企

業
、地
域
の
方
々
に
よ
る「
ハ
ナ
モ
モ
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
よ
う
な
制
度
を
検
討
す
る
な
ど
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

次
に
観
光
資
源
と
し
て
町
内
各
地
に
ハ
ナ

モ
モ
を
植
え
、「
ハ
ナ
モ
モ
の
町
」
を
育
て

て
み
て
は
ど
う
か
と
の
こ
と
で
す
が
、
観
光

資
源
と
し
て
活
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
単

に
交
流
人
口
の
増
加
の
み
で
な
く
、
い
か
に

経
済
効
果
を
も
た
ら
し
地
域
振
興
に
結
び
付

け
る
か
が
重
要
で
す
。

　

揖
斐
高
原
貝
月
リ
ゾ
ー
ト
や
谷
汲
昆
虫
館

に
隣
接
す
る「
は
な
も
も
公
園
」
な
ど
既
に

ハ
ナ
モ
モ
が
植
樹
さ
れ
、
誘
客
が
期
待
で
き

る
場
所
に
つ
い
て
は
、
観
光
地
の
魅
力
を
高

め
る
観
光
資
源
と
し
て
、
適
正
な
維
持
管
理

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
桂
川
沿
い
の
ハ
ナ
モ
モ
に
つ
い

て
は
、
観
光
資
源
と
い
う
よ
り
、
桂
川
の
美

し
い
景
観
づ
く
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い

の
場
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
、
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
野　
大
介 

議
員

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
に
は
お
米
や
お
茶
な
ど
の
農
作

物
だ
け
で
な
く
、
和
菓
子
屋
や
洋
菓
子
の
商

品
開
発
や
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
店
、
地
元

の
仲
間
で
大
豆
を
加
工
し
、
独
自
の
味
噌
等

開
発
・
販
売
す
る
団
体
、
最
近
で
は
、
ユ
リ

や
小
菊
、
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
、
ジ
ビ
エ
料
理

の
商
品
開
発
・
販
売
、
養
鶏
や
養
豚
な
ど
各

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
特
産
品
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
に
根
付
い
た
事
業
を
先
代

か
ら
継
承
し
、
継
続
し
て
安
定
さ
せ
、
新
規

事
業
を
立
ち
上
げ
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
者
も
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
町
内
事
業
者
や
生
産
者
が
今

後
も
意
欲
的
に
商
品
開
発
や
生
産
、
販
売
を

行
う
た
め
、
揖
斐
川
町
独
自
の「
ブ
ラ
ン
ド

認
定
制
度
」を
設
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

既
に
他
の
市
町
、
郡
内
で
は
池
田
町
や
大

野
町
で
も
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
が
あ
り
、
認

定
さ
れ
た
商
品
は
認
定
品
と
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
に
掲
載
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
物
販
で
も
公
平
か
つ
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
や

す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
町
に
お
い
て
も
ブ

ラ
ン
ド
認
定
品
と
す
る
こ
と
で
、「
揖
斐
川

町
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
対
外
的
Ｐ
Ｒ
や
町

民
が
特
産
品
を
再
認
識
で
き
る
一
つ
の
手
段

に
も
な
る
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
の
流
出
や
減
少
で
町
内
産
業

が
衰
退
し
、
雇
用
が
減
る
お
そ
れ
の
あ
る
中

で
、「
揖
斐
川
町
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
や
商
業
な
ど
の
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あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
揖
斐
川
町
の
お
か
れ
た
現
状

　

人
口
が
多
い
都
市
部
で
は
、
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
文
化
芸
能
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、そ
こ
に
委
託
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、

揖
斐
川
町
で
は
、ク
ラ
ブ
の
種
類
も
少
な
く
、

中
学
校
区
で
の
生
徒
数
も
少
な
い
た
め
、
部

活
動
を
現
在
の
学
校
単
位
で
地
域
移
行
し
て

も
、
多
様
性
と
い
う
面
で
解
決
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
部
活
動
の
選
択

肢
を
広
げ
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、学
校
区
、

さ
ら
に
は
町
を
ま
た
い
で
の
大
き
な
受
け
皿

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

生
徒
数
減
少
に
伴
う
廃
部
や
入
部
希
望
の

部
活
動
が
な
い
な
ど
の
現
状
に
対
し
、
保
護

者
や
生
徒
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま

す
か
。

②
指
導
者
の
確
保

　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
は
、
地
域
の
人
材

確
保
や
専
門
的
な
指
導
者
の
外
部
委
託
も
考

え
ら
れ
ま
す
。専
門
性
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

平
日
は
学
校
、
休
日
は
地
域
ク
ラ
ブ
等
と
な

る
た
め
、
指
導
の
連
携
、
協
力
体
制
の
構
築

も
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
き
過
ぎ
た
勝
利
至
上
主
義
と
な

ら
な
い
た
め
に
も
、
今
ま
で
の
先
生
方
の
指

導
の
よ
う
に
、
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
指
導

が
で
き
る
人
材
の
確
保
も
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

③
お
金
の
問
題

　

多
様
性
を
考
え
た
際
、よ
り
多
く
の
施
設
、

備
品
や
用
具
が
必
要
と
な
り
、
地
域
ク
ラ
ブ

へ
の
委
託
費
、
専
門
的
な
指
導
者
へ
の
指
導

料
な
ど
、
費
用
面
で
の
負
担
の
増
加
が
課
題

く
市
場
へ
送
り
だ
せ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
」

の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
返
礼
品
と
し

て
登
録
さ
れ
た
商
品
は
、
全
国
的
に
人
気
の

あ
る「
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
や
販

路
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
産
者
や
事
業
者
と
連
携
し
た

物
産
販
売
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
揖
斐
郡
ブ
ラ

ン
ド
推
進
協
議
会
の
各
種
事
業
を
通
じ
て
、

県
内
外
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
に
向
け
た
Ｐ

Ｒ
も
行
い
な
が
ら
、
特
産
品
の
販
路
拡
大
等

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、周
知
に
つ
い
て
も
、新
聞
な
ど
様
々

な
媒
体
で
発
信
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
口
コ
ミ
で
消
費
者
自
身
に
周

知
し
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
品
質
の
も
の
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
る
体
制
も
整
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

國
枝　
誠
樹 

議
員

運
転
免
許
自
主
返
納
者
へ
の
シ
ル
バ
ー
カ
ー

購
入
補
助
に
つ
い
て

　

昨
今
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

が
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
充
実
し
た
公

共
交
通
網
を
は
じ
め
高
齢
者
の
移
動
手
段
の

確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
な
か
な
か
免
許

証
の
自
主
返
納
が
行
わ
れ
な
い
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
揖
斐
川
町
で
は
免
許
証

の
自
主
返
納
者
に
対
し
、
鉄
道
や
タ
ク
シ
ー

の
利
用
券
を
年
間
１
万
円
を
上
限
に
３
年
間

交
付
す
る
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

主
返
納
者
に
は
大
変
あ
り
が
た
い
制
度
で
あ

り
ま
す
。

　

他
方
、
運
転
免
許
証
の
返
納
を
機
に
、
シ

ル
バ
ー
カ
ー
を
購
入
さ
れ
る
方
も
あ
り
、
近

距
離
の
移
動
に
重
宝
し
て
い
る
と
の
声
も
伺

い
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
高
齢
者
が
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
シ
ル

バ
ー
カ
ー
購
入
者
に
対
し
、
運
転
免
許
証
自

主
返
納
支
援
事
業
と
同
程
度
の
補
助
制
度
を

検
討
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町 

長

　

町
で
は
、
平
成
29
年
９
月
か
ら
、
70
歳
以

上
で
、
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
70
歳
以
上

の
方
の
支
援
の
た
め
、「
高
齢
者
運
転
免
許

証
自
主
返
納
支
援
事
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、養
老
鉄
道
や
樽
見
鉄
道
の
切
符
、

地
元
タ
ク
シ
ー
会
社
の
チ
ケ
ッ
ト
、
そ
れ
ぞ

れ
１
万
円
相
当
の
い
ず
れ
か
を
３
年
間
に
わ

た
り
毎
年
交
付
す
る
も
の
で
、
令
和
３
年
度

ま
で
の
５
年
間
で
合
計
４
５
１
名
の
方
が
利

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
質
問
の
シ
ル
バ
ー
カ
ー
は
、
１
人
乗
り

の
電
動
カ
ー
ト
で
、
小
回
り
が
利
き
、
近
所

や
畑
、
ま
た
は
地
区
会
館
や
集
会
場
な
ど
へ

の
移
動
手
段
と
し
て
有
効
な
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
返
納
支
援
策
の
選
択
肢

の
一
つ
に
加
え
る
こ
と
は
、
助
成
金
総
額
が

増
え
る
こ
と
も
な
く
、
支
援
の
選
択
肢
が
増

え
る
だ
け
の
こ
と
で
す
の
で
、
ご
要
望
が
多

け
れ
ば
シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
購
入
補
助
に
つ
い

て
も
、
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
よ
う
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
電
動
カ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
道
路

交
通
法
で
は
歩
行
者
扱
い
と
な
り
、
右
側
通

行
や
歩
道
が
あ
れ
ば
歩
道
を
通
行
す
る
な

ど
、交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
適
切
か
つ
俊
敏
な
ハ
ン
ド
ル
操
作
、

ア
ク
セ
ル
や
ブ
レ
ー
キ
操
作
が
求
め
ら
れ
ま

す
の
で
、
事
故
の
な
い
よ
う
、
気
を
つ
け
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

國
枝　
誠
樹 

議
員

揖
斐
川
町
に
お
い
て
の
部
活
動
地
域
移
行
に

つ
い
て

　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
し
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
、
文
化
庁
そ
れ
ぞ
れ
の
有
識
者
会
議
に
お

い
て「
令
和
５
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
休
日

の
部
活
動
を
段
階
的
に
地
域
に
移
行
す
る
べ

き
」
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。
部
活
動
の
地
域

移
行
の
目
的
と
し
て
は
、
先
生
方
の
負
担
軽

減
の
た
め
の
働
き
方
改
革
、
部
活
動
の
多
様

化
が
あ
り
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
人
口
減
少
、
少
子
化
に

よ
る
部
活
動
所
属
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、

部
活
を
選
べ
な
い
と
い
う
保
護
者
の
不
安
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

私
は
、
揖
斐
川
町
に
お
け
る
部
活
動
の
地

域
移
行
に
つ
い
て
、
大
き
く
三
つ
の
課
題
が



2022. 11  Public Information IBIGAWA 18

で
な
い
本
物
の
力
を
育
て
、
そ
の
力
が
、
自

分
が
育
っ
て
い
る
町
へ
の
愛
着
に
つ
な
が
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
一
つ
目
の
質
問
で
す
。
揖
斐
川

町
の
小
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
主
権
者
教

育
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

次
に
二
つ
目
の
質
問
で
す
。

　

以
前
町
長
は
、
移
住
定
住
問
題
の
中
で
、

「
転
出
に
よ
る
流
出
を
防
ぐ
こ
と
も
考
え
た

い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
若
者
が
揖
斐
川
町

の
魅
力
を
知
り
、
関
心
を
持
ち
、
好
き
に
な

る
こ
と
で
、
ず
っ
と
住
み
た
い
と
思
え
る
町

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
中
心
と
な
る
若

者
の
育
成
、
活
躍
の
場
を
つ
く
る
た
め
の
環

境
づ
く
り
、
若
者
の
力
や
意
見
を
取
り
入
れ

た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
10
代
の
若
者
が
揖
斐

川
町
に
関
わ
れ
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

主
権
者
教
育
に
つ
い
て
、
総
務
省
、
文
部

科
学
省
、
専
門
家
が
解
釈
や
定
義
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も「
単
に
政
治
の
仕
組

み
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
の
習
得
に
と
ど
ま

ら
ず
、
地
域
や
社
会
の
問
題
を
自
分
の
問
題

と
と
ら
え
、
自
ら
考
え
、
自
ら
判
断
し
、
主

体
的
に
担
う
こ
と
が
で
き
る
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
学
ぶ
も
の
」
と
い
っ
た
内
容
で
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
特
に「
自
ら

考
え
、
自
ら
判
断
し
、
行
動
し
て
い
く
」
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
の
学
習
指

と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
費
用
面
の
負
担
だ
け
で
な
く
移

動
に
係
る
保
護
者
へ
の
負
担
増
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
町
の
支
援
策
も
あ
わ
せ
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
学
校
や
教
育
委
員
会
だ
け
で
は
な
か

な
か
難
し
い
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
治

体
全
体
、
町
を
挙
げ
て
子
ど
も
た
ち
の
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
活
性
化
し
盛
り
上
げ

て
い
く
、
そ
ん
な
思
い
で
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
揖
斐
川
町
に
お
け
る
部
活
動
の

地
域
移
行
の
方
向
性
、
考
え
に
つ
い
て
、
町

長
に
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

平
成
29
年
の
町
議
会
議
員
時
代
に
、
部
活

動
へ
の
民
間
の
外
部
指
導
員
導
入
に
つ
い
て

質
問
を
し
ま
し
た
。
当
時
か
ら
教
員
の
部
活

動
の
負
担
軽
減
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
経
験
の

な
い
教
員
が
運
動
部
顧
問
に
な
る
な
ど
適
切

な
指
導
が
行
え
な
い
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
た

た
め
、
国
で
も
民
間
人
材
を
活
用
し
た
外
部

指
導
員
制
度
を
創
設
し
て
お
り
、
一
般
質
問

で
町
に
お
い
て
も
導
入
の
推
進
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
後
、
多
く
の
部
活
動
で
民
間
の
方
が

指
導
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
内
容
や
状
況
が
地

区
や
学
校
、
部
活
動
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
で

す
の
で
、
今
後
、
町
と
し
て
、
体
系
化
・
組

織
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

他
市
町
の
よ
う
に
、
受
け
皿
と
な
る
よ
う

な
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
が
町
内
に

あ
る
と
い
い
の
で
す
が
、
揖
斐
川
町
に
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
例
え
ば
文
化
協
会
や
体
育

協
会
な
ど
の
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

移
行
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、「
令

和
５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
３
年
間

で
、
休
日
の
部
活
動
を
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
段
階
的
に
地
域
へ
移
行
す
る
」
と
の
方
針

が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
提
言
の

き
っ
か
け
の
一
つ
は
、
教
職
員
の
働
き
方
改

革
、
教
職
員
に
と
っ
て
大
き
な
業
務
負
担
と

な
っ
て
い
る
中
学
校
部
活
動
の
土
日
の
時
間

外
勤
務
の
解
消
に
あ
り
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
指
導
者
の
確
保
や
地
域

移
行
に
伴
う
保
護
者
の
負
担
増
、
小
規
模
校

の
生
徒
数
減
少
に
伴
う
他
校
と
の
連
携
の
在

り
方
、
会
場
確
保
お
よ
び
適
正
な
管
理
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
、
国
や
自
治
体
か
ら
の
支
援
が

必
要
と
提
言
さ
れ
て
い
る
一
方
、
具
体
的
な

指
示
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

岐
阜
県
で
は
、
現
在
、
運
動
部
活
動
の
実

態
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
末

に「
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
示
さ
れ
る
計
画
で
あ
り
、

地
域
移
行
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
段
階
で
す
。

　

西
濃
地
区
で
は
、
海
津
市
が
市
内
の
民
間

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
受
け
皿
に
、
運

動
部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
今
年
度
、
町
立
中
学
校

３
校
で
部
活
動
の
状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た

が
、
各
校
に
お
け
る
部
活
動
は
、
顧
問
教
員

の
関
わ
り
、外
部
指
導
者
の
有
無
を
は
じ
め
、

保
護
者
負
担
の
金
額
、
指
導
者
報
酬
な
ど
で

差
や
ば
ら
つ
き
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
運
動
部
が
夜
間
、
休
日
は

保
護
者
ク
ラ
ブ
で
外
部
指
導
員
を
招
へ
い
し

活
動
さ
れ
て
お
り
、
文
化
部
活
動
で
も
一
部

で
外
部
指
導
員
に
依
頼
し
て
い
る
状
況
で

す
。

　

現
状
の
外
部
指
導
者
や
保
護
者
ク
ラ
ブ
の

維
持
を
図
り
つ
つ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
、
文
化
団
体
な
ど
の
受
け
皿
づ

く
り
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
関
係
機
関
や

各
種
団
体
を
巻
き
込
ん
で
、
国
が
示
す
令
和

７
年
度
ま
で
に
部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
園　
敏
朗 

議
員

主
権
者
教
育
お
よ
び
地
域
で
活
躍
で
き
る
若

者
の
育
成
に
つ
い
て

　

民
法
改
正
さ
れ
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
成

年
年
齢
が
18
歳
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て

平
成
28
年
に
は
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、

選
挙
権
が
18
歳
か
ら
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
主
権
者
教
育
の
必
要
性
や
そ
の
在
り
方

が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
権
者
教
育
と
は
、「
国
や
社
会
の
問
題

を
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
自
ら
考
え
、

自
ら
判
断
し
、
行
動
し
て
い
く
主
権
者
を
育

成
し
て
い
く
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
権
者
教
育
は
、
小
中
学
生
の
う
ち
か
ら

行
い
、
そ
の
意
識
を
育
む
こ
と
が
付
け
焼
刃
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禍
で
児
童
生
徒
の
安
全
教
育
の
機
会
を
失
っ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
制
限
の
あ
る
中
で
も
、
可
能
な

限
り
工
夫
し
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
水

泳
の
授
業
を
行
っ
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

現
に
岐
阜
市
や
大
垣
市
で
は
小
学
校
で

プ
ー
ル
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
中
、
揖
斐

川
町
の
よ
う
な
小
規
模
校
で
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
揖
斐
川
中
学
校
で
は
３
年
ぶ
り

に
水
泳
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
４
回

の
授
業
で
し
た
が
、
最
初
の
授
業
は
全
て
、

「
命
を
守
る
た
め
の
着
衣
泳
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
泳
ぐ
こ
と
よ
り
、
ま
ず
万
が
一
の
と

き
の
た
め
の
訓
練
を
す
べ
き
と
い
う
校
長
先

生
は
じ
め
体
育
科
の
先
生
の
判
断
で
実
施
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
こ
で
一
つ
目
の
質
問
で
す
。

　

３
年
間
プ
ー
ル
の
授
業
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
小
学
生
で
す
が
、
全
く
泳
げ
な
い
児

童
が
相
当
数
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

命
を
守
る
観
点
か
ら
も
、
今
後
ど
の
よ
う
に

補
完
さ
れ
て
い
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

次
に
、
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
で
す
。
１

月
の
月
例
会
の
際
に
、
老
朽
化
が
進
み
、
多

額
の
修
理
費
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
利
用
者

が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、
維
持
管
理
な
ど
の

費
用
対
効
果
を
考
え
る
と
、
今
後
の
運
営
に

つ
い
て
は
閉
鎖
も
あ
り
得
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

プ
ー
ル
の
な
い
北
和
中
学
校
の
生
徒
は
、

以
前
は
町
民
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
い
た
そ
う

で
す
が
、実
技
が
な
く
な
る
の
は
残
念
で
す
。

導
要
領
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
学
校
現

場
で
も
し
っ
か
り
と
実
践
さ
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
つ
目
の「
若
者
が
行
政
や
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
取
り
組
み
の
推
進
に
つ
い

て
」
で
す
が
、
一
般
的
に
、
人
間
誰
し
も
、

自
分
が
参
加
し
な
い
と
、
当
事
者
に
な
ら
な

い
と
な
か
な
か
実
感
が
わ
か
な
い
、
関
心
が

持
て
な
い
、
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
揖
斐
川
町
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
生
徒
に
当
事
者
と
し
て
参
画
し
て
ほ

し
い
と
の
思
い
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
一
部
生

徒
に
よ
る
中
学
生
議
会
、
模
擬
議
会
と
い
う

方
式
で
は
な
く
、
今
年
か
ら「
語
る
会
」
方

式
を
採
用
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
生
徒
と

意
見
交
換
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
参

加
し
た
生
徒
も
、
直
接
町
長
と
話
す
こ
と
が

で
き
た
、
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
っ
た
、
自
ら
参
加
し
た
と
い
う
経
験
や
思

い
が
、行
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
つ
、

ま
た
自
ら
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催
で
す
が
、
今
後
は
直
接

各
学
校
へ
出
か
け
、
身
近
に
膝
突
き
合
わ
せ

て
多
く
の
生
徒
の
皆
さ
ん
と
語
り
合
え
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
小
学
生
の
芽
室
町
や
宿
毛
市
へ

の
県
外
派
遣
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
へ
の
海
外

派
遣
に
つ
い
て
も
、
自
分
の
勉
強
で
あ
る
と

と
も
に
、
町
の
事
業
へ
参
画
す
る
こ
と
で
も

あ
り
、他
の
町
や
世
界
を
見
聞
す
る
こ
と
で
、

揖
斐
川
町
を
見
直
す
、
関
心
を
持
つ
き
っ
か

け
に
な
る
と
思
い
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
周
り
の
子

ど
も
た
ち
に
広
げ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
今
年
度
は
、
揖
斐
高
校
の
生

徒
も
海
外
派
遣
に
参
加
さ
せ
る
な
ど
、
高
校

生
の
町
事
業
へ
の
参
画
も
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

教
育
長

　

主
権
者
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
発
的

に
自
分
の
力
で
現
実
の
社
会
的
な
問
題
を
解

決
し
よ
う
と
す
る
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
特
に
小
中
学
校
の
教
育
に
お
い

て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
現
実
を
深
く
考
察
す

る
た
め
の
資
質
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的

に
、
自
ら
課
題
意
識
を
持
ち
、
解
決
に
向
か

う
こ
と
を
大
切
に
し
た
授
業
づ
く
り
、
基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
の
確
実
な
定
着
を
目
指

し
た
学
習
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
自
ら
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
実

感
で
き
る
よ
う
、
学
級
活
動
や
生
徒
会
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
校
現
場
で
の
教
育
の
も
と
、

町
と
し
て
は
、平
成
17
年
の
合
併
以
前
よ
り
、

「
中
学
生
議
会
」
を
実
施
し
、
過
去
に
は
小

中
学
生
と
町
が
協
働
し
河
川
敷
の
ゴ
ミ
問
題

の
解
決
を
目
的
に
啓
発
看
板
の
作
成
、
設
置

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は「
中
学
生
と
町
長

が
語
る
会
」
と
名
称
や
方
法
を
変
更
し
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
三
つ
の
中
学
校
と
役
場
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
つ
な
ぎ
、中
学
３
年
生
全
員
が
参
加
し
、

町
政
に
関
す
る
代
表
者
の
提
案
を
聞
き
な
が

ら
、
自
ら
の
意
見
も
発
信
で
き
る
ス
タ
イ
ル

で
実
施
し
ま
す
。
一
部
の
代
表
生
徒
の
み
な

ら
ず
、
よ
り
多
く
の
生
徒
の
町
政
へ
の
参
画

意
識
の
醸
成
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

し
、
中
学
生
か
ら
の
提
案
を
町
政
に
反
映
で

き
る
よ
う
検
討
も
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
大
人
と
な
り
、
主
権
者
と

し
て
自
ら
が
暮
ら
す
社
会
を
よ
り
よ
い
も
の

に
変
え
て
い
く
こ
と
の
喜
び
が
味
わ
え
る
機

会
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

若
園　
敏
朗 

議
員

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
授
業
お
よ
び
町
民

プ
ー
ル
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
小
学

校
の
プ
ー
ル
の
授
業
は
今
年
も
取
り
止
め
、

３
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

義
務
教
育
下
で
の
プ
ー
ル
の
授
業
は
学
習
指

導
要
領
で
定
め
ら
れ
た
必
須
授
業
で
す
。

　

学
習
指
導
要
領
で
は
、
小
学
校
低
学
年
を

「
水
遊
び
」、
中
学
年
を「
浮
く
・
泳
ぐ
運
動
」、

高
学
年
か
ら
は「
水
泳
」
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
６
年
生
に
は
ク
ロ
ー
ル
や
平
泳
ぎ
が
一

通
り
で
き
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

水
泳
授
業
は
、
子
ど
も
の
泳
ぎ
の
技
能
を

高
め
る
だ
け
で
な
く
、
水
難
事
故
で
危
険
な

目
に
遭
わ
な
い
、
危
険
を
切
り
抜
け
ら
れ
る

資
質
を
身
に
付
け
る
と
い
う
目
的
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
泳
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
と
同
等

に
、
命
を
守
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
コ
ロ
ナ
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8
月

　

22
日　

第
８
回
議
会
運
営
委
員
会

　

22
日　

８
月
月
例
会

　

22
日　

第
５
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

9
月

　

２
日　

第
６
回
定
例
会
開
会　

本
会
議

　

５
日　

決
算
特
別
委
員
会

　

６
日　

第
３
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

６
日　

第
３
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

　

８
日　

本
会
議　

一
般
質
問

　

９
日　

本
会
議　

第
６
回
定
例
会
閉
会

　

９
日　

研
修
会

　

22
日　

９
月
月
例
会

　

22
日　

第
６
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

〇
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
の
活
動
に
つ

い
て

８
月
22
日　

第
５
回
委
員
会

・�

議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て
５
回
目
の
協
議

９
月
22
日　

第
６
回
委
員
会

・�

議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て
６
回
目
の
協
議

・�

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
委
員
会

内
に
検
討
チ
ー
ム
を
設
置

ま
た
、
今
年
の
よ
う
に
揖
斐
川
中
学
校
だ
け

し
か
プ
ー
ル
を
使
え
な
い
状
況
下
、
中
学
校

に
よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
は
泳
ぐ
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。

　

こ
こ
で
二
つ
目
の
質
問
で
す
。

　

町
民
プ
ー
ル
は
こ
の
ま
ま
閉
鎖
に
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ら
、

そ
れ
に
代
わ
る
も
の
を
考
え
る
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
例
え
ば
、
小
学
校
の
プ
ー
ル

を
期
間
限
定
で
開
放
す
る
、
ま
た
は
大
野
町

の
屋
内
温
水
プ
ー
ル「
ゆ
ー
み
ん
ぐ
」
へ
行

く
た
め
の
交
通
手
段
の
確
保
や
利
用
料
の
補

助
な
ど
、
小
中
学
生
に
泳
ぐ
機
会
を
与
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

町 

長

　

学
校
で
の
プ
ー
ル
の
授
業
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
プ
ー
ル
授
業
の

在
り
方
に
つ
い
て
十
分
検
討
さ
れ
、
実
施
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
数
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
の
プ
ー
ル
対
応
と
い
う
特
殊
な
事
情

が
あ
っ
た
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
先
の

月
例
会
で
も
説
明
し
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が

ひ
ど
く
修
繕
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
、
利

用
者
も
年
々
減
少
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
か

ら
、他
の
自
治
体
で
も
、自
治
体
単
独
で
プ
ー

ル
を
設
置
し
て
い
る
町
村
が
非
常
に
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
の
町
財
政
を
考
え
た
と
き
、
新
し
い

プ
ー
ル
の
建
設
、
維
持
管
理
は
非
常
に
難
し

く
、
そ
の
代
替
策
と
し
て
、
大
野
町
に
あ
り

通
年
利
用
が
可
能
な「
ゆ
ー
み
ん
ぐ
」
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
は
、
私
が
町
議
会
議
員
時

代
か
ら
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
も
含
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
プ
ー

ル
を
楽
し
む
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
も
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
育
長

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
考
え
た
と

き
、
保
健
体
育
科
に
お
け
る
水
泳
指
導
は
、

他
の
学
習
と
同
様
に
大
切
で
す
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
水
泳
の
授
業
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
で
感
染
拡
大
の
危
険
性

か
ら
大
変
困
難
な
状
況
で
す
。各
学
校
で
は
、

様
々
な
感
染
対
策
を
講
じ
、
何
と
か
子
ど
も

た
ち
に
水
泳
の
授
業
を
実
施
し
た
い
と
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
感
染
症

対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、
子
ど
も

た
ち
や
そ
の
家
族
の
命
を
守
り
切
る
使
命
を

考
え
た
と
き
、
水
泳
の
授
業
を
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
結
論
に
至
り
ま
し
た
こ
と
、
学
校

現
場
に
お
い
て
苦
渋
の
決
断
を
し
て
い
る
現

状
に
つ
い
て
は
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
水
泳
の
授
業
は
行
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
学
習
指
導
要
領
に
従
い
、
水
泳
の

事
故
防
止
に
関
わ
る
心
得
等
の
学
習
に
つ
い

て
は
、
全
て
の
学
校
で
実
施
し
、
水
難
事
故

の
理
解
や
事
故
発
生
時
の
救
助
の
仕
方
に
つ

い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
泳
力
低
下
に
つ
い

て
は
、
学
校
も
教
育
委
員
会
も
課
題
意
識
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

現
段
階
で
は
、
来
年
以
降
の
水
泳
授
業
に

つ
い
て
は
、
泳
力
の
面
で
も
、
命
を
守
る
面

で
も
能
力
を
伸
ば
せ
る
よ
う
、
感
染
状
況
を

踏
ま
え
、
感
染
リ
ス
ク
へ
の
対
策
を
十
分
に

講
じ
た
上
で
実
施
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
設
備
上
の
問
題
で
学
校
の
プ
ー
ル

使
用
が
困
難
な
場
合
は
、
町
内
の
他
の
学
校

や
他
市
町
の
施
設
の
利
用
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

次
に
、
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
で
す
が
、

今
年
１
月
に
議
会
の
皆
さ
ん
に
町
民
プ
ー
ル

の
運
営
中
止
と
事
業
廃
止
の
検
討
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
７
月
の
運
営
開
始
以
来
31
年
が

経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
維
持

管
理
コ
ス
ト
が
年
々
増
加
す
る
中
、
施
設
利

用
者
は
年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

運
営
し
て
い
く
に
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

す
。

　

今
後
は
、
近
隣
市
町
の
民
間
施
設
等
利
用

補
助
制
度
な
ど
の
状
況
を
聞
き
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
会
活
動
報
告
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町では現在、デジタル防災無線の整備を進めており、令和5年度中を目途に緊急放送や毎日の生活情
報などの放送について、現在の音声告知放送から防災無線へ切り替えを行います。

これに伴い、ご利用中のアナログ防災無線および音声告知放送の戸別受信機についても新しくなりま
す。貸与を希望される方は、申請書に必要事項を記入のうえお申込みください。

なお、申請書は10月に各世帯に郵送しておりますのでそちらをご使用ください。また、申請書は総務
課窓口および各振興事務所にも備え付けており、町のホームページからもダウンロードができます。

（1）申請対象者、費用について
　申請対象者は、① 町内に住所を有し、現に居住している世帯
　　　　　　　　② 町内に事業所を有する事業主、または町内にある施設の管理者などです。

　なお、以下の対象者について、1台目は無償貸与となります。

•町内に住所を有し、現に居住している世帯
•小中学校、幼児園、幼稚園
•公民館、地区集会場
•要配慮者利用施設
•消防団協力事業所
•その他公共施設など

　※複数世帯でも同一住居内で生活している場合、2台目以降は有償貸与となります。
　※その他の施設・事業所などについては原則1台目から有償貸与となります。
　※有償貸与の場合は、戸別受信機の配布時に１台につき１万円をお支払いいただきます。

 

（2）申請期間、申請方法について

申請期間 ： 　11月1日（火）から12月28日（水）まで
　　※申請期限以降も申請は可能ですが、戸別受信機の配布時期が遅くなる可能性があります。

申請方法 ： 申請書に必要事項を記入のうえ、総務課宛へ郵送または直接ご持参ください
　

　　※申請者への戸別受信機の配布時期は、令和5年夏頃から郵送で配布予定です。
　　※電波の受信状況によっては、別途外部アンテナなどの設置が必要となりますのでご了承ください。

　　（アンテナの機器および設置については無償対応します。）

【お問い合せ】
〒501-0692　揖斐川町三輪133番地
揖斐川町役場　総務課　℡ 22－2111

１台目は無償貸与
※２台目からは有償貸与（１台につき１万円）

【検索方法】
揖斐川町HP ＞ くらし・手続き ＞
防災情報 ＞ デジタル防災行政無線

申請書はこちら▼からダウンロードできます。

令和５年度から　戸別受信機が新しくなります！
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令和３年度の決算をお知らせします
９月２日（金）から ９月９日（金）まで開催された令和４年第６回揖斐川町議会定例会において、
令和３年度一般会計、特別会計および企業会計の決算が原案のとおり認定されました。
令和３年度決算について皆さんにお知らせします。
令和３年度会計別決算の内訳

内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額
決　算　総　額 200億5,733万7,628円 187億9,033万5,221円 12億6,700万2,407円

一　般　会　計 153億4,166万4,780円 143億7,623万9,154円 9億6,542万5,626円
特　別　会　計 47億1,567万2,848円 44億1,409万6,067円 3億157万6,781円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 25億9,197万1,011円 23億9,821万3,690円 1億9,375万7,321円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億4,748万6,904円 3億4,263万301円 485万6,603円
国民健康保険直診勘定特別会計 6,755万1,717円 6,332万1,224円 423万493円
大 和 簡 易 水 道 特 別 会 計 3,812万1,564円 3,244万1,315円 568万249円
𦙾 永 簡 易 水 道 特 別 会 計 2,132万3,386円 1,795万245円 337万3,141円
市 場 簡 易 水 道 特 別 会 計 1,659万8,196円 1,616万106円 43万8,090円
谷 汲 簡 易 水 道 特 別 会 計 1億2,435万60円 1億1,679万9,923円 755万137円
北 部 簡 易 水 道 特 別 会 計 1億4,527万4,632円 1億4,178万2,517円 349万2,115円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 7億5,691万8,622円 7億4,652万5,539円 1,039万3,083円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2億4,878万9,880円 2億2,034万1,021円 2,844万8,859円
個 別 排 水 事 業 特 別 会 計 9,571万9,226円 8,598万1,577円 973万7,649円
町 営 住 宅 事 業 特 別 会 計 8,276万9,778円 6,664万4,617円 1,612万5,161円
杉原地域土地取得等特別会計 639万3,498円 639万3,498円 0円
徳山ダム上流域公有地化特別会計 8,939万2,023円 8,939万2,023円 0円
小 水 力 発 電 事 業 特 別 会 計 5,189万6,876円 5,189万6,876円 0円
北 方 財 産 区 特 別 会 計 1,762万5,253円 962万3,560円 800万1,693円
大 和 財 産 区 特 別 会 計 545万9,563円 536万5,900円 9万3,663円
谷 汲 財 産 区 特 別 会 計 472万9,942円 205万4,685円 267万5,257円
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 303万7,498円 42万7,450円 261万48円
横 蔵 財 産 区 特 別 会 計 26万3,219円 15万円 11万3,219円

一般会計歳出
内　　訳 歳出額

議会費　議会の運営に 9,255万7,908円
総務費　一般的な事務に 29億2,018万7,211円
民生費　福祉の充実に 31億6,722万8,591円
衛生費　健康づくりや清掃に 14億2,353万3,186円
農林水産業費　農林業などの振興に 12億4,086万4,868円
商工費　商工業や観光の振興に 4億3,653万9,691円
土木費　道路や河川の整備に 14億1,844万3,363円
消防費　消防や防災に 9億5,338万9,366円
教育費　生涯学習や学校教育に 11億3,203万5,215円
災害復旧費 2,844万5,100円
公債費　借入金の返済に 15億6,301万4,655円
一般会計歳出総額 143億7,623万9,154円

議会費  0.6％

総務費
20.3％

民生費
22.1％

衛生費
9.9％

教育費
7.9％

予備費  0.0％

公債費
10.9％

災害復旧費
0.2％

商工費
3.0％

農林
水産業費
8.6％

土木費
9.9％

消防費
6.6％

一般会計
歳出総額

143 億 7,623 万
9,154 円

公営企業会計
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額

上水道事業会計（収益的） 2億5,110万8,541円 2億4,225万2,094円
上水道事業会計（資本的） 7,475万7,550円 2億189万4,935円
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一般会計歳入
内　　訳 歳入額

自
主
財
源

町 税 39億3,141万3,184円
分 担 金 お よ び 負 担 金 5,920万9,844円
使 用 料 お よ び 手 数 料 9,718万6,591円
財 産 収 入 3,234万235円
寄 附 金 6,085万3,230円
繰 入 金 4億2,135万471円
繰 越 金 6億4,519万2,908円
諸 収 入 3億5,644万8,907円

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 1億8,728万1,000円
利 子 割 交 付 金 175万1,000円
配 当 割 交 付 金 1,463万2,000円
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 1,652万5,000円
法 人 事 業 税 交 付 金 3,343万3,000円
地 方 消 費 税 交 付 金 5億912万6,000円
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 2,874万3,225円
環 境 性 能 割 交 付 金 1,542万1,000円
地 方 特 例 交 付 金 5,148万2,000円
交通安全対策特別交付金 169万1,000円
地 方 交 付 税 50億2,612万9,000円
国 庫 支 出 金 17億9,065万8,675円
県 支 出 金 8億569万6,510円
町 　 　 　 　 　  債 12億5,510万円

一般会計歳入総額 153億4,166万4,780円

一般会計
歳入総額

153億4,166万
4,780円

地方譲与税	 利子割交付金
配当割交付金	 株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金	 地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金	 環境性能割交付金
地方特例交付金	 交通安全対策特別交付金

諸収入  2.3％

地方譲与税等
5.5％

繰越金 
4.2％

繰入金 2.7％

寄附金
0.4％

使用料
および
手数料
0.6％

分担金および
負担金
0.4％

財産収入
0.2％

町税
25.7％

町債
8.2％

地方交付税
32.8％

県支出金
5.3％

国庫支出金
11.7％

依
存

財
源

 63.5％

自主財
源

 3
6

.5
％

有

料

広

告

欄
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「初めてのスマホで使い方が分からない」、「スマホへ
の買い替えを考えている」、そんな初心者の方を対象に、
スマホ教室を開催します。

対象者
● �揖斐川町在住の60歳以上の方
● �スマホを所有しているが電話機能しか利用してい
ない方

● �スマホに興味があってスマホの購入（買い替え）を検
討している方
内　容

● �スマホの基本的な操作方法（地図アプリを使って画面
のスクロール、拡大、縮小、タップなど）

●ＬＩＮＥ（ライン）アプリの使い方
● �インターネット検索について
持ち物

●スマホをお持ちの方は自身のスマホ
●筆記用具
定　員 　各教室15人（※申し込み多数の場合は抽選）
参加費 　無料

申込方法
11月15日までに、揖斐川町情報センター（℡21-3171）
までお電話にてお申込みください。

教室
番号 日　　程 時　　間 場　　所

① 11月22日（火） 10時～11時30分 谷汲文化会館

② 11月22日（火） 14時～15時30分 久瀬公民館

③ 11月28日（月） 10時～11時30分 春日振興事務所

④ 11月29日（火） 10時～11時30分 藤橋公民館

⑤ 11月29日（火） 14時～15時30分 坂内交流センター

⑥ 11月30日（水） 10時～11時30分

揖斐川町地域
交流センター
は な も も

⑦ 11月30日（水） 14時～15時30分

⑧ 12月  1日（木） 10時～11時30分

⑨ 12月  1日（木） 14時～15時30分

⑩ 12月  2日（金） 10時～11時30分

⑪ 12月  2日（金） 14時～15時30分

シニア向け
スマホ教室の開催

  

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
に
お
け
る
電
話
相
談
所
開
設

■
日
　
時

・
11
月
18
日（
金
）
か
ら
24
日（
木
）
ま
で
の

７
日
間

・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
は
、
８
時
30
分
か
ら

19
時
ま
で

・
土
曜
日
・
日
曜
日
は
、
10
時
か
ら
17
時
ま

で（
平
日
は
岐
阜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
に
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
名
古
屋
法
務

局
に
つ
な
が
り
ま
す
）

■
受
付
電
話
番
号

　

℡
０
５
７
０
‒
０
７
０
‒
８
１
０

■
相
談
担
当
者

・
人
権
擁
護
委
員

・
法
務
局
職
員

■
相
談
の
形
態
　
電
話
相
談

■
そ
の
他

上
記
強
化
週
間
以
外
の
日
で
も
、

平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
人
権
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.jinken.go.jp/

（
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、

�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
共
通
）

 

「
税
を
考
え
る
週
間
」

税
に
つ
い
て
の
習
字
、作
文
な
ど
の

�

入
賞
作
品
の
展
示
に
つ
い
て

■
展
示
期
間
お
よ
び
場
所

・
ア
ク
ア
ウ
ォ
ー
ク
大
垣

11
月
７
日（
月
）
午
後
～
11
月
14
日（
月
）

・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
大
垣

11
月
15
日（
火
）
午
後
～
11
月
21
日（
月
）

■
展
示
物

�

（
大
垣
税
務
署
管
内
の
入
賞
者
の
み
）

・
小
学
生
の「
税
に
関
す
る
習
字
」

【
主
催
】
東
海
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

・
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

【
主
催
】�

国
税
庁
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会

・
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

【
主
催
】
国
税
庁

・
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

【
主
催
】
一
般
社
団
法
人 

大
垣
法
人
会
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水
道
料
金
の

�

基
本
料
金
免
除
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
や
物
価
高

騰
の
影
響
を
踏
ま
え
、
一
般
家
庭
な
ど
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
10
月
請
求
分

か
ら
令
和
５
年
３
月
請
求
分
ま
で
の
水
道
基

本
料
金
を
免
除
し
ま
す
。

■
基
本
料
金
が
免
除
と
な
る
期
間

令
和
４
年
10
月
請
求
分
か
ら

令
和
５
年
３
月
請
求
分
ま
で
の
６
か
月
間

■
免
除
の
内
容

町
内
す
べ
て
の
使
用
者（
公
共
施
設
は
除

く
）に
対
し
て
基
本
料
金
７
７
０
円
／
月（
税

込
）
の
み
を
全
額
免
除
し
ま
す
。
た
だ
し
、

メ
ー
タ
ー
使
用
料
と
超
過
料
金（
１
か
月
あ

た
り
10
㎥
を
超
え
る
分
）
は
徴
収
し
ま
す
。

■
免
除
の
申
請
方
法

基
本
料
金
を
差
し
引
く
方
法
で
実
施
し
ま

す
。
納
付
方
法
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
注
意
事
項
　

免
除
手
続
き
の
た
め
に
銀
行
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
な

ど
へ
誘
導
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

   

今
回
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
役
場
か
ら
電

話
や
訪
問
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
に
思
わ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
場
で
口
座
番
号

や
電
話
番
号
を
答
え
ず
、

次
の
お
問
い
合
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
上
下
水
道
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１

（
内
線
３
２
０
・３
２
４
・３
２
５
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　
　

所	

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６
番
地

・
建
設
年
度	

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

１
台

・
家　
　

賃	

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他	

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
北
方
奥
郷
住
宅　
１
戸

・
住　
　

所　

揖
斐
川
町
北
方
１
３
番
地

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　
３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

１
台

・
家　
　

賃　

２
４
，
６
０
０
円
～

③
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
長
瀬　
２
戸

・
住　
　

所　

揖
斐
川
町
谷
汲
長
瀬
９
２
９

番
地

・
建
設
年
度　

平
成
７
年
度

・
木
造
２
階
建　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

２
台

・
家　
　

賃　

２
９
，
８
０
０
円
～

■
敷
　
　
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
ほ
か
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・

	

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

■
募
集
期
間

11
月
１
日（
火
）
～
11
月
15
日（
火
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日
　
12
月
下
旬
を
予
定

④
島
住
宅
お
よ
び
、
春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・

坂
内
地
域
内
の
各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募

集
を
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

揖
斐
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
宅
の
鍵
か
け
な
ど
の
習
慣
を
！

岐
阜
県
内
で
の
侵
入
盗
認
知
件
数
は
、
令

和
３
年
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
で
す
。

県
内
で
認
知
さ
れ
た
住
宅
へ
の
侵
入
盗
は
、

６
５
１
件（
前
年
比
85
件
増
）
と
増
加
傾
向
に

あ
り
、
犯
罪
発
生
率
は
全
国
３
位
で
す
。

無
施
錠
だ
っ
た
こ
と
で
被
害
に
あ
っ
た

ケ
ー
ス
が
約
６
割
で
す
。

犯
人
の
手
口
と
し
て
、
留
守
宅
を
狙
っ
た
、

「
空
き
巣
」
と
夜
間
の
就
寝
中
の
隙
を
つ
く

「
忍
び
込
み
」
な
ど
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
県
下
で
空
き
巣
は
４
１
２
件（
同
28

件
増
）、
忍
び
込
み
が
２
２
３
件（
同
61
件
増
）

の
発
生
が
あ
り
、い
ず
れ
も
犯
罪
発
生
率
ペ
ー

ス
で
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位（
空
き
巣
）、
３

位（
忍
び
込
み
）
の
高
い
発
生
率
で
す
。

被
害
に
遭
う
原
因
と
し
て
、
自
宅
の
玄
関

な
ど
の
鍵
が
無
施
錠
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
約
６

割
で
す
。

被
害
に
あ
っ
た
住
宅
の
約
６
割
で
鍵
が
か

か
っ
て
い
な
い
状
態
と
忍
び
込
み
の
被
害
だ
け

を
み
る
と
実
に
約
８
割
が
無
施
錠
の
状
態
で

し
た
。

在
宅
中
に
犯
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、

事
後
強
盗
や
監
禁
、
さ
ら
に
は
殺
人
事
件
な

ど
の
凶
悪
事
件
に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

被
害
の
対
策
と
し
て
、

•�

短
時
間
で
も
外
出
す
る
際
は
鍵
を
か

け
る
習
慣
を
つ
け
る
。

•�

夜
間
、
就
寝
時
な
ど
の
玄
関
、
勝
手
口

の
鍵
を
か
け
る
。

な
ど
の
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
警
察
署

℡
２
３
‒
０
１
１
０

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

特
別
企
画
展

「
学
校
教
育
１
５
０
年
と
郷
土
の
先
人
」

�

好
評
開
催
中

明
治
６
年
に
多
く
の
学
校
が
創
立
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
学
校
が
今
年
で
１
５
０
周

年
を
迎
え
る
節
目
に
、
各
学
校
の
歴
史
に
つ

い
て
紹
介
し
、
近
代
学
校
教
育
１
５
０
年
の

歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。
ま
た
、
明
治
維
新

後
の
学
校
教
育
の
土
台
を
築
い
た
郷
土
の
先

人
も
紹
介
し
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
期
　
　
間	

11
月
27
日（
日
）
ま
で

■
会
　
　
場	

第
１
展
示
室
・
第
２
展
示
室

■
入 

場 

料	

高
校
生
以
上
１
１
０
円

	

小
中
学
生
50
円

■
開
館
時
間	

９
時
～
17
時

11
月
３
日（
文
化
の
日
）
は
揖
斐
川
歴
史
民

俗
資
料
館
、
徳
山
民
俗
資
料
収
蔵
庫
、
春
日

森
の
文
化
博
物
館
が
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館　

℡
２
２
‒
５
３
７
３
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
お
正
月
前
に
襖
・
障
子
の
張
替
え
を

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
子
、
襖
、
網
戸
の
張

替
え
を
し
て
い
ま
す
。
年
内
の
張
替
え
は
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
仕
事
の
受
付

仕
事
の
ご
依
頼
、
お
見
積
り
は
、
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り

＊
資
源
ゴ
ミ
な
ど
の
分
別

＊
病
院
な
ど
の
付
き
添
い

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
食

事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
な
ど
）

＊
軽
作
業

＊
社
内
清
掃　

■
会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
会
員
が
、
長

年
培
っ
た
経
験
や
特
技
を
活
か
し
て
地
域
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
会
員
に
な
っ

て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
方
は『
事
業
お
よ
び
入
会
説

明
会
』
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

・
日　
　

時	

11
月
１
日（
火
）、
15
日（
火
）

	

10
時
開
始（
約
１
時
間
）

	

※
要
予
約

・
場　
　

所	

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

　
（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７

寿
長
ご

さ
ん

9
月
の

髙
たか

橋
はし

保
たもつ

 さん
95歳（小島）

磯
いそ

川
かわ

征
せい

市
いち

 さん
95歳（三輪）

高
たか はし

フミヱ さん
95歳（谷汲徳積）

中
なか

島
しま

ハツエ さん
95歳（日坂）

林
はやし

す を さん
100歳（北方）

馬
ば

場
ば

秀
ひで

子
こ

 さん
95歳（谷汲高科）

松
まつ

田
だ

文
ふみ

江
え

 さん
100歳（新宮）

五
い

十
そ

川
がわ

さだゑ さん
95歳（小津）

橋
はし

本
もと

賢
けん

三
ぞう

 さん
95歳（三輪）

山
やま

本
もと

よ志
し

子
こ

 さん
95歳（谷汲長瀬）

市
いち

川
かわ

アキヨ さん
95歳（谷汲名礼）

廣
ひろ

瀨
せ

あさを さん
95歳（春日美束）

所
ところ

繁
しげ

雄
お

 さん
95歳（三輪）

この度、次の方が長寿者褒賞を受けられ、長寿のお祝いが贈られました。
皆さん、これからもお元気で長生きをしてください。

※
次
の
方
は
、
お
名
前
の
み
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
井い

深ぶ
か

　
ア
イ 

さ
ん

�

（
市
場
）
95
歳
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男女共同参画ってなんだっけ？ 女性に対する
暴力をなくす運動

№13

毎年11月12日から25日までの２週間は、「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。今年度は、
「性暴力を、なくそう」をテーマとしています。
暴力は、その対象の性別や加害者・被害者の間柄を問わず、決して許されるものではありませんが、

特に、配偶者・パートナーからの暴力、性犯罪・性暴力、ストーカー行為、売買春、人身取引、セクシュ
アル・ハラスメントなど女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社
会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。
内閣府では、運動期間の初日に、女性に対する暴力根絶のシンボルであるパープルリボンにちなんで、
東京スカイツリーなどを紫色にライトアップするパープル・ライトアップを実施しています。パープル・
ライトアップには、女性に対するあらゆる暴力の根絶を広く呼びかけるとともに、被害者に対して、
「ひとりで悩まず、まずは相談をしてください。」というメッセージが込められています。
悩みを抱えている方、そうした人を知っている方は、相談先を活用してください。

性犯罪・性暴力に
関する相談

電話で相談 　ワンストップ支援センター　＃８
はやくワンストップ

８ ９ １

ＳＮＳで相談 　Cure time（キュアタイム）　で検索

配偶者や恋人からの
暴力に関する相談

電話で相談 　ＤＶ相談ナビ　＃８
は

０
れ

０
れ

８
ば

電話・メール・チャットで相談 　ＤＶ相談＋（プラス）　０１２０－２
つ

７
な

９
ぐ

－８
は

８
や

９
く

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、「配偶者や恋人など親密な関係にある、またはあった者から
振るわれる暴力」のことです。

お問い合せ：政策広報課
　　　　　　℡22-2111

記載の内容は、内閣府男女共同参画局ホームページ
https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/no_violence _act/index.html をもとに作成しました。

家族で
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窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 ２ 区 林 　 信 隆 78
下 岡 島 中 村 　 純 58
出 屋 敷 田 中 良 幸 75
五 反 田 林 　 洋 一 74
上 東 野 粟　野　久美子 86
黒 田 岩 井 宏 之 87
谷 汲 名 礼 六ツ名　 　子 90
春 日 川 合 小 寺 男 78
乙 原 岩 越 勝 子 77

夫 妻

岡 部 拓 海（ 長 良 ） 大 橋 千 乃（中津川市）

高 見 勇 斗（ 清 水 ） 粕 谷 理 恵（揖斐郡池田町）

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

北 方 ２ 区 香
こう

田
だ
彩
あ
希
き

祐 毅 紗 希
栄 町 堀

ほり
　 湊

みな
人
と

雅 智 杏 菜
清 水 清

し
水
みず

晴
はる

喜
き

裕 太 穂奈美
市 場 立

たち
川
かわ

瀬
せ
奈
な

将 成 綾 香

出生　お誕生おめでとう Birth

マイナンバーカードマイナンバーカードはもうお持ちですか？はもうお持ちですか？

揖斐川町役場・各振興事務所でカードの
申請のお手伝いしておりますのでお気軽にお
こしください。
夜間・休日もカードの交付・申請をご予約

にて行っております。ぜひご利用ください。

マイナポイント第２弾
について、ポイントの
対象となるカードの
申請期限が
９月末から12月末
に延長されました。

マイナンバーカードに関するお問い合せ
住民生活課　☎ 22 － 2111

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 19,649（△�10） 9,494 10,155 7,884（� 9）
揖斐川地域 14,925（△� 1） 7,253 7,672 5,732 （� 9）
谷汲地域 2,737（△� 4） 1,312 1,425 1,100 （� 0）
春日地域 765（△� 1） 366 399 412 （� 1）
久瀬地域 739（△� 2） 342 397 349 （� 0）
藤橋地域 183（△� 2） 90 93 121 （△� 1）
坂内地域 300（� 0） 131 169 170（� 0）

出生 6人 /死亡 20人 /転入等 43人 /転出等 39人
〈令和 4年 10月 1日現在〉

Population人口

令和４年９月届出分

納期限納期限ののお知らせお知らせ

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます婚姻　幾久しくお幸せに Marriage

▶マイナンバーカードの申請
　はこちら

▶証明書のオンライン申請
　はこちら

10月31日（月）	 町（県）民税　3期分
	 国民健康保険税　6期分
	 後期高齢者医療保険料　4期分
11月30日（水）	 国民健康保険税　7期分
	 後期高齢者医療保険料　5期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。

また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに

預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で

※コンビニ・スマートフォンアプリでも納付できます

※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく


